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はしかき

日本統計研究所では，統計作成者と統計利用者の相互交流の場を提供し，あわせてわが国

の統計の改善に寄与するという主旨から，－昨年度より一連の継続事業として，わが国にお

ける部門統計の吟味を行ってきた。

昭和57年度は労働省が所管する調査統計と業務統計をとりあげ；昭和58年度は，総務庁統計

局が所管する主要な調査統計をとりあげ・た，さらに昭和59年度は，これにひきつづき，農林

水産省統計情報組織所管の調査統計をとりあげることにした。本報告書は，その検討結果

〔そのｍをとりまとめたものである。

本報告書には作物統計，園芸統計，水産統計にかんする検討結果が収録されている。

なお，すでに刊行した農林統計研究〔そのＩ〕には農林業センサス，経済統計，農林統計

にかんする検討結果が収録されている。あわせてご利用ねがいたい。

さいごに，当研究所の企画の主旨をご理解いただき報告書の役をお引受けいただいた農林

水産省統計情報部の宮川郡男，中西繁治，佐藤勝治の諸氏に心より謝意を申し述べたい。ま

た，討論にご参加いただき統計の改善に向けて各種の刺激を与えられた諸先生方にもこの場

を借りて厚く御札申上げたい。

当研究所では，この種の企画を今後も継続してゆきたいと考えている。ご意見をお寄せいた

だければ幸いである。

昭和60年8月

法政大学日本統計研究所
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Ｉ作物統計

作物統計課所管の調査について報告させていただきます。

まず表１の「面積調査における対地標本実測調査の流れ」で述べてあるところが作況調査

と面積調査の全てですが,それをご髄いただき,細部にわたってご説明したいと思います。

表１の左側に水稲の作況凋査,中ほどに面積調査（耕地及び夏作作付面積），備考は主と

して面積調査に係わるところを説明する関係上諄いてあるということです。

調査設計の目的ですが，水稲は都道府県別のICアール当たり収戯を求めるということ，面

積は都道府県別に耕地と夏作作付面積を求めるということです。水稲の収極量については

水稲作付面積と一体的なものとなっています。調査をするには設計単位を設定するのです

が，これは作況・面積調査と同様で，備考に書いてございますが，出張所を１つの管轄と

しています。

それから母集団の編成については後で述べたいと思いますが，面積のところで見ていただ

くように，耕地はもとより開墾可能地を含めた範囲で，およそ耕地を２ヘクタールでくく

っています。これが１つの単位ですが，左の方の作況については，その単位区が「田のみ」

か，「田畑混在」であるかということで，畑のみの単位区は除かれています。それで母集

団を編成しますと，その後の土地の変化が生じてまいりますので，絶えず修正を行わなけ

ればなりません。階層分けのリストですが，作況の方はおよそilT町村別に単収が高い，中

ぐらい，低いという形で階層を分けています。面積の方はその単位区の田畑の地目変動の

大小なり，作付けの大小でグループ分けをしています。そのグループ分けの基礎になるの

が，備考欄に書いてありますように，台帳面積に対する台帳基準見積面積の割合でグルー

プ分けしていくということです。

標本数の決定と配分については，作況の方は最適配分で，面積の方は地１１階屑は最適配

分で性格階層は比例配分です。

ここで目標精度を掲げていますが，県別に10アール当たり収量で１～２％ということです。

参考までに全国がどのくらいかを述べますと，水稲の作況は０．１６％ぐらい，田[【Ii積は０．１４

％ぐらいで，ほぼ水稲の作付[面積と同じくらいです。標本の柚111については，作況は三段

抽出ということで，第１に単位区を抽出し，第２に筆を抽出し，第３に筆の中でどの箇所

を刈り取れば良いかという箇所の抽出になります。面積の方は任意系統抽出で一段抽出し，

その標本単位区を５年間固定し，毎年５分の１ずつローテーションを図っています。実査
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については，水稲の調査は３ケ所刈りで収量とその分解調査（収量構成要素についての調

査），生育途上の調査と年５回です。面積は８月１日現在で調査します。推計は，作況が

単純推計で，面積が比推計です。取りまとめは，作況は概況，予想，収穫量と年５回行い

ますが，面積は１回です。それから分散計算を行い精度をみますが，水稲の方は単純推計

の分散式で行い，面積の方は比推計の分散式で行います。これが作況と面積調査の概略の

流れです。

次の図’の「耕地及び作付面積調査の流れ図」に沿って説明したいと思います。まず標

本調査ですので，単位区の設定をしなければなりません。それで左の方から説明しますと，

国有地は除き，ほとんどの土地は土地登記簿が整備されていますし，それに付随して地籍

図（字切図・耕地図）があります。ご存知とは思いますが，これは明治６年の土地調査に

よって作成され，その後明治18～22年頃に訂正を行っていますが，これが面積調査の基礎
ほ

資料となっています‐。その後地籍調査，圃場整備図，国土基本図など様々な地図が出てき

ましたので，それに切り換えている面もありますが，基礎は土地登記簿に記載されている

ところの田畑の台帳面積，それに付随したところの地籍図です。地籍図は小字単位に作成

されているとご理解いただいて良いと思います。これらを基礎として単位区の設定という

ことでおおよそ，耕地２ヘクタールの集団としています。これを目安として開墾可能な所

も含めて，全国を網の目のように単位区を設定しています。これが母集団になるわけです。

およそ小字単位と見ていただければよろしいかと思います。例えば小字がおよそ２ヘクタ

ールぐらいであれば１単位とし，それ以上であれば２分の1あるいは３分の１が１単位と

なり，それ以下ならば隣の小字と一緒にして１単位区とします。図Ｉに書いてありますよ

うに，これが全国約300万単位区になり，それに記載されるところの土地台帳面積が約

６００万ヘクタールということになります。

次に階層分けですが，これはおおくくりな階層分けで一般階層と特殊階層に分けていま

す。一般階層とは，標本調査を適用する地帯のことです。特殊階層は，標本調査を実施し

ないのですが，それは遠隔地であったり，耕地の希薄な山間地や都市近郊であるために，

標本によっても標本効率が非常に悪いからです。

次は，標本の決定ということで標本の配分と標本の抽出ですが，これは総論のところで

申し上げましたように，一応の全国の目標精度やそれを満たすところの都道府県別の１１標

精度に基づいて標本数を決め，抽出します。

標本数が決まりますと対地見積調査ということで現地に赴くわけです。この点についても

後で述べたいと思いますが，標本単位区についてそこの地籍図と現況を見くらべながら実

査をしてくることになります。特殊階層の方は，主として巡回調査ということになってい

２



ます゜しかし，この場合であっても空中写真や基本図（基本図には田畑の表示があります）

を基礎としてそれ以降の変化を見ていくという形になります。
かい

もう－つ一番下に拡張・潰廃i1Ii積調査ですが，これは1年間の動態を見ようということで，

前年の８月１日から本年の７月31日までの動態を見ます。耕地面積は８月１日現在でおさ

えていることになりますが，ｉｌＩｊ積調査には，このような拡張潰廃調査もあるということで

す。耕地は本地にけい畔も含めていますが，対地見積調査は本地レベルで推計いたします。

しかしここに測量修正率が出てまいります。これは一番最初に申し上げ・た土地登記簿です

が，これは明治６年に測量したものですから，非常に縄延び，縄縮み（ほとんどありませ

んが一部あります）がありますので，当然修正しなければなりません。これは昭和25年か

ら35年にかけて，田で約９万単位区，畑で６万単位区と平板測量をし，その地域の測量修

正率を出しています。この調査を35年まで続けましたが，測量修正率を固定することが出

来ることとなりましたために打ち切って，全般的には同定値を使っています。しかし，そ

の後の圃場整備，拡張された面積，潰廃されている面積などの耕地の変動が生じましたの

で，当然測量修正率も部分的に修正しています。次に集推計ですが，これは本地面積と作

付面積について行います。耕地面積は本地推計でございますので，けい畔面積も出さなけ

ればなりません。平板測量の際にどのくらいのけい畔があるかというけい畔割合を算出し，

数値を固定しています。これも測量修正率と同様でその後の耕地変化で修正しています。

そして推計された結果は，耕地面積であればけい畔を含んだ耕地面積，作付面積であれば

作目別の作付けされた面積ということになります。この推計値を総合検討を行い，水稲の

作付面積については，農林水産統計観測審議会の農作物作況決定部会にかけて答申を受け

決定するという形になります。これが面積調査の流れ図です。

その細部にわたっては図２で見ていただきたいと思います。上の段が単位区配置

図です。耕地又は開墾可能地を含めた全ての土地を網の目のような洩れのないメッシュで

配慨しています。これが全国で約300万単位区です。その下の緋地図は,圃場鞍備地帯と

そうでない所を具体的な例としてあげています。こういう耕地図（字切図）が市役所や法

務局に備え付けてありますので,それを写し取って資料としているわけですが,先に話し

ましたように,これを空中写真や国土騒本図などに置き換えている面もあります。これが

１つの単位区と見ていただきたいと思います。

そして土地登記簿は図３のような書式になっています。そして－番下の単位区筆別台嫉

には，１つの単位区の全ての１１１畑の台1帳面積を筆別にここに記戦してあります。図４に

は，その単位区台帳であり，おおむね市町村別にこれが整理されてきます。このトータル

が全国で300万単位区ということになります。その~ﾄﾞは単位区リスト表です。先程階層分
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けをすると申し上げましたが，それは右端に書いてありますように，まず地目階層で「田

のみ」，「田畑混在」，「畑のみ」と分けます。これは現況がどうかとは関係なく，１つ

の単位区が台帳上全ての筆が田のみであれば「田のみ」の単位区とします。

水稲の作柄調査については「田のみ」と「田畑混在」が母集団になってきます。次に性格

階層というのは単位区はできる限りおおよそ２ヘクタールで切っていくのですが，その後

の変化によって潰廃されてきたり単位区内で開墾があり，２ヘクタールより大きくなった

りします。例えば「田のみ」の階層で見ていただきますと，「圃場整備」階層ですが，こ

れは基盤整備などで非常に投資をしていますので，耕地が潰れるということはまずありま

せんので圃場整備地帯のみの単位区で性格階層を編成すれば非常に効率が良く,言ってみれ

ばこういうところは耕地が安定しているので，標本数を少なく充てても良いということで

す。圃場整備以外を「その他」階層としていますが，「その他」を更に地目変換率で分け

ています。地｢|変換率は，例えば１つの単位区の台帳面積が２ヘクタールであっても，現

況は１５ヘクタールの場合もありますのでそれを潰れ地の多い所と少ない所にまず分けま

す。分ける場合には過去の標本データに基づいてその地域に適した地目変換率によって分

けます。過去の標本で一応の指標を決め，３００万の単位区の全てを地域の実態に合った性

格に分けますが，実際には現地に赴いてこのような形に分けることはなかなか困難だ．とい

う問題点はあります。しかし，過去の標本を地図上にプロットし，その周辺も，例えばそ

の標本が地目変換率80％以上のものであるか否かでそれぞれの単位区を振り分けます。振

り分ける際には図４のような「単位区カード」で振り分け，単位区のリスト表にリスト

して整理します。標本配分については地目階層については最適配分します。場合によって

は第１次』性格階用まで最適配分をし，後は単位区数に比例して配分することもあります。

性格階層ごとに標本数を配分すれば，その階層内は確率比例抽出で標本を抽出していくこ

とになります。これが面積調査の仕組みです。

次は作況調査に移りたいと思います。水稲の方の設計については最初の方のところでおお

むねご理解いただけたかと思います。前で説明しましたように，標本を抽出する場合は単

収の高・中・低で市町村（旧市町村程度の小区域の場合もある。）ごとに階層分けし，単

位区をリストします。そして目標精度を達成できる標本数を決めて標本を抽出します。こ

れは全国で約３万単位区です。面積調査のところで言いおとしましたが，耕地は300万単

位区あって，約５万の標本です。水稲は300万単位区のうち「田のみ」と「田畑混在」階

層のうち３万の標本です。調査の区分ということで５回調査をすると申しましたが，それ

は７月15日現在，８月１５日現在，９月15日現在の作柄概況，１０月15日現在の予想収穫'１k調

査，そして収穣期調査です。

４



その都度をどのような項目を調べるかといいますと，図５に説明している通り７月15日

現在作柄概況の場合は草丈，茎数を実測し，統計項目としては生育の良否で表わします。

表現としては作柄は不良，平年並み，やや良等々の区分になります。８月15日現在は，穂も

出てまいりますので，穂数も実測し，作況指数で表示します。作況指数については後ほど

申し上げます。９月１５日現在になりますと，穂数，１穂当たりもみ数，登熟状況などを見

て，ここで初めて作況指数と10アール当たり収量と試算収量を出します。試算収量はあく

まで試算の段階ですし，面積は先ほど８月１１｣現在で調べると言いましたが，この場合は

青刈り稲含みの面積を用います。５９年の場合は230万ヘクタールの水稲の作付面積でした。

それで試算した収穫量は１０アール当たり収量は５０３キログラムでしたから，試算収穫量は

１１５６万トンでした。１０月15日現在の予想収穫量調査になりますと，千粒重なり，生もみ

の重さなど一部で刈取り調査ができますので，それを折り込んで10アール当たり収量，作

況指数，青刈り稲面積を除いた予想収穫量を出します。収穫期は全ての調査が終わります

ので，ここでどの〈らいかが確定することになります。

次に図６で収量推定の仕組みを説明しますが，まず1平方メートル当たりの株数，

１株当たりの茎数,分けつして茎は出たがそれが有効茎になるかならないかという有効茎

歩合を掛けると1平方メートル当たりの全穂数が出てまいります。有効穂数歩合ですがこ

れは出穂したが,そのうち,稔実し，その粒が肥大・充実して玄米・くず粒が得られる穂

（有効穂という）の数がどのくらいかという穂数歩合になりまして，１平方メートル当た

り有効穂数ということになります。そして，１平方メートル当たり有効穂数に１穂当たり

もみ数を掛けると１平方メートル当たり全もみ数が出てまいりまして,その1平方メート

ル当たり全もみ数に千もみ当たり収量を掛けると１０アール当たり玄米虫が出てきます。こ

れが収量推定のしくみとなる訳ですが右側の中程の算式は坪刈りした結果から１０アール当

たり玄米童を算出するしくみとなっています。これを更に細分して申し上げたいというこ

とで，図７の水稲の生育ステージにまいります。稲の生育ステージはこのようになって

おり，この段階ごとに調査をしていくことになります。表２に申し上げたことが出てきます｡表

頭は先ほど申し上げました「収量推定のしくみ」ですが，表側の方で７月15日現在は１平

方メートル当たり株数とｌ株当たり茎数の実測はできますが，有効茎歩合は実測できませ

んので推定することになります。後の収量構成要素は全て推定というふうに出てまいりま

すが，これは今後の気象条件が平年並みに推移した場合に得られる有効茎歩合等というも

のです。これは過去のデータで推定するという建前になっています。右の方に書いてあり

ますように，７月１５日現在は生育の良否で表わします。８月１５日現在は早場では１穂当た

りもみ数（－部推定）まで実測できます。後の千もみ当たり収量は推定となりますが，と
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の時期は作況指数だけです。９月15日現在になりますと，Ｉ穂当たりもみ数まで実測がで

き，後は推定ということになります。予想収穫量調査の10月15日現在になりますと，北海

道，東北，北陸，茨城，千葉など早いところでは坪刈りがおおむね終わっています。５９年

の例で言えば，約８割が終わっており，残りが推定ということになります。最後の収穫量

調査ですが，坪刈り調査結果からの収量を構成する要素が今年はどういう形になったかを

調べておいて，次年以降の予測等データとして折り込んでいく形になっています。次のと

ころは前段の説明と重複しますので省略します。

第１回の企画情報課の鎌倉さんのときに統計情報事務所の組織体系などはお聞きになっ

ていると思いますが，組織と業務の流れの関係について表３でみますと本省で企画・設計

し，統計情報事務所が母集団の編成，階層分け，標本配分を行って，出張所が標本の抽出，

実査，審査をし，その結果が事務所に戻り，全国値は本省で取りまとめを行い農林水産統

計観測審議会の農作物作況決定部会にかけて決定すると言うしくみになっております。こ

れが水稲の作況調査でございます。

本日のテーマの１つとして問題点といいますか，実査上の困難性というものについて申し

ますと水稲の作柄予測についてみますと実査の終っていない収量構成要素の未確定要素の

推定に困難性があると思います。５８年のように気象がだんだん悪くなりますと，作況指数

も下がってきます。調査時点以降は平年並みに推移するという前提で推定しますので，当

然気象条件が悪くなってきますと各々の収量構成要素が影響を受けおちてまいりますので，

作況指数は下ります。５９年のように，スタートは悪かったが，その後は好天が続き，台

風が1つも来なかったということからしますと，５８年とは逆に作況指数がだんだん上がっ

ていくことになります。５９年は９月15日現在では作況指数は105と見ていましたが，１０月

15日では若干上がると思います。ですから収量構成要素の推定項目をいかに精度を高くす

るかが１つの課題で，絶えず検討を重ね，できる限り実態とあう形で予測できる未確定要

素の係数を見出していこうと努力しています。

次の綴りに入ります。３８頁以降の資料を見て下さい。これは面積調査の設計です。階層

分けはこのようにいたしまして，目標精度は統計の絶対値が信頼できる数値であり，時系

列の比較が可能であり，経費がかかりすぎてもいけませんので経済的に見ても妥当である

精度を決めています。それで面積の場合は田で８万ヘクタールてＣｏＶＯ６８％という基準

をおいています。前に申し上げましたように県別平均では１～２％になります。標本数の

決定も前段のようになりますし,標本を決める母変異係数は39頁のようにC：+C;－

２ｐＣｘＣｙとなります。階l濁別標本数の配分も３９頁のようにアのところで地'二|階層はＮＣ
に比例して配分するということでは最適配分ということです。面積調査は比推計だと申し
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上げましたが，４０頁のＡの式で少しご説明したいと思います｡これは本地面積を推

計する式で，下の分母にＺＹﾉﾉﾘ６となっていますが,言ってみればY燐が１つの標
本単位区の台帳面積です。その単位区はおよそ２ヘクタールに切られています。そして現

地に行って耕地図とみくらべたら，標本単位区内で開墾などによる拡張や潰廃によってそ

の通りになっていなかったという現況がｘ松になります。これが台帳面積を基準とし
た見積面積となり，ここで地目変換率が出てきますし，作付面積ならば作付率が出てきま

す。次にＹがとありますが，これはリストされている全ての台帳面積を足しあげたもの
で補助変量とか媒介量といいますがこれに地目変換率などを掛けたものが比推計というこ

とになります。推計は県別です。実際にはあり得ませんが１つの説明として全国レベルで

申しますと，３００万単位区のうち標本が５万単位区ですから，５万単位区の台帳面積ＺＹ

に対し，実査をした囚Ｘとの比が出て来ます。次に小文字のｙが300万単位区に該当する

全ての台帳面積で約600万ヘクタールとしますとこれに率を掛けると推計面積が出てきま

す。しかしこの面積は縄のびがありますので，ｉＩ１Ｉ量修正率'で修正しているということで

す。

次に作況調査に移りますが，作況の推計は単純推計です。

45頁の調査結査のとりまとめですが，Ｘは作況標本］単位区で作況標本筆２筆刈りしている

平均となります。まず，ある作況標本単位区の場合に現地でその単位区内を全部見回って

いくつの筆(圃場)があるかを確かめておいて，その中からランダムに２筆選びます。その１

筆について全けい数(畝)ﾛを数え!~;､の冊からﾗﾝﾀﾞﾑで鑓１番'二'の畝を選びに
れをａ畝とします，次はａ＋１／３，，更にａ＋２／３，の畝を選びます。そして長方

形の対角線の交点を中心としてそれぞれ刈り取りをします。１箇所１平方メートルですか

ら３平方メートル刈りとなります。ここでは１単位区当たり２つの筆間場でそれぞれ３か所

刈りを行いますので，１単位区６箇所Xljることになります。それは２筆の単純平均でその

単位区の10アール当たり収量を算出します。階屑内は単収の高・中・低で分けていると言

いましたが，それの階層内は全て単純平均しまして，そして階眉間の面積ウェイトを乗じ

て，事務所．（県）別の坪刈りの調査結果が出ます。

４５，４６頁が単純推計の分散式です。作況指数の問題が一番最初の研究会でご質

問がでたということですので，それについて申し上げます。それで今年の平年単

収は４７９キログラムですが，これの決め方は時代によって違っています。ずっ

と以前は，過去５年間のうち１番穂れた年と穫れなかった年を除いた３ケ年平均

を用いました。これを５中３と呼んでいます。あるいは７年のうち５ケ年平均を

した７中５を用いたりしていました。
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その後どういう方式で行ったかと申しますと，まず平方根回帰式によっていました。これ

は年次xにルートをかけたｙ＝a＋IjVT式によったものです｡最近は平方根重回帰を用い

ていますが，これは平均被害率をもってきていることが特徴です。式はy＝ａ＋bVﾗﾓｰｮﾄｃｚ

でｚが平均被害率です。計算に用いるスタート年次については,現在の水田利用再編対

策（当時は米生産調整と称していました）のようなことが45年からスタートし，稲作事､情

が非常に変わってきました。それで45年頃をスタート年時として，過去の実績からこのよ

うな推定式をたて，平年単収を決めることとしております。平年単収は作付けされる前に

今年はどれだけの収量が可能かを決めるのが原則です。ですから60年産は60年の３月頃ま

でに農林水産統計観測審議会の農作物作況沃定部会で審議をしていただいて決定します。

59年の例で申しますと，９月15日現在作柄概況時の１０アール当たり収量は503キログラム

で，今年の平均単収は479キログラムですので，それで割りますと作況指数は105となり

ます゜以上が水稲作付面積，耕地面積，水稲の作況調査についてのご説明です。
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＜討論＞

喜多：実測から農家の面接調査に大分比重を移していますが，労力問題等々で実測が歴史的

に省力化されてきている経緯があると思います。それで調査上の重点のおき方の変化をお

聞きしたいのですが。

宮川|：統計組織は昭和22年にできました。その頃は小出張所で，｜日市町村の５ケ市町村を１

出張所とし，それにみあった面積調査や作況調査をしていました。今ですと標本数１県平

均１０００単位区ですが，その頃は６０００単位ぐらい調査していました。というのは，当時

は供出が厳しかったので，市町村別統計の要請がありました。それを作成するには小出張

所で小単位で推計することが必要だからです。その後情勢も緩和されまして，推計単位を

県別にし，標本数の削減をはかってきました。昭和36年に農業基本法が制定されまして，

作況の物量統計だけではなく構造面も調査しなければならなくなりました。

今の統計組織の発足当時である昭和23年頃は作報と呼んでいまして,９９％ぐらいが今の作

物統計調査関係に係わるものでしたが，今は18％ぐらいにおちています。これの理由の１

つが今述べた農業基本法の制定です。それで経済調査の拡充，農業調査などが取り入れら

れたために，標本数を削減せざるをえなくなりました。それで当時の部長が，合理化で

きる方法はないかということで，昭和３７，３９，４１年を農林統計課で行っている農業調査に

絡めて面接調査で耕地と作付面積を出すことにしました。聞き取りの場合は，今年どのく

らい作っていますか，去年はどのくらいでしたかと聞きます。そうするとそこで年次変化

が出てくることと，総量的な推計ができるということです。しかしそこに非常に大きな統

計の歪みが生じてきました。実測調査年が面接調査年の真中に入るわけです。つまり，３８，

４０，４２年と隔年実測を行った訳です。その結果耕地面積で言いますと，統計の時系列をグ

ラフに書くと階段状のようになってきます｡それは３７，３９，４１年と面接１１M沓ですので年次変

化が出てこないためです。もう１つは，拡張・潰廃統計を作っていますが，これが面接調

査年が農業委員会の転用実績による業務統計があります。それにかたよりすぎていたとい

うことがあります。一般的には全ての業務統計は過小に出てくるというのが今までの定説

です。過去においてこのように面接調査と対地調査を組み合せた隔年実測をした経緯があ

ります。ところがその結果統計に歪みが生じたために，４３年からは元どうり毎年対地調査

を行うことになりました。作況調査の坪刈りはずっと行っていましたが，面積に関しては

以上のような経緯がありまして，その頃から１県平均１０００単位区については今も変って

いません。

北川：先ほど５万と言っていたのは，全国で50ケ所あるから５万ということですか。
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宮ハ|：そのとおりです。全国300万単位区のうち５万単位区を実測しているということです

ので１県平均１０００単位区となります。平均的に見ますと60分の1ぐらいの抽出率という

ことになります。圃場整備地帯のところは]２０分の1ぐらいになっています。

木村：一時収穫面積を出しておられましたね。つまり作付面積から収穫皆無面積を引いてそ

れを出したんですが，あれがまた政治修正的問題になっていました。このご説明では収鞭

面積が抜けていますが，今はお出しにならないのですか。

宮川：今は出していません。全て作付面積ということになっています。先生がおっしゃった

ように，以前は作付面積から収穫皆無面積（立毛皆無面積）を引いて収穫面積と表示して

いましたが全べて作付面積となった経緯についての記述がありませんので確かなことは判

りませんが，私の個人的な見解ということで申しますと，農業共済制度が33年の水稲から減
たんだてこくだて

収量を反建から石建}と移ったので，これを機会Iと作付面積としたとも考えられます。

木村：今，減反政策をとっていますが，減反の歩合はある程度収穫時期に来ないと決まらな

いと思います。それでいつ頃から減反率を入れていくのですか。

宮川|：減反面積は農業者の申告に基づいていますので，それによって集計されてきています

し，私どもの面積調査は制度別の面積を出しておりませんので，統計としては減反面積が

どれくらいかは調査していません。もう１つ定義上の問題があります。減反ですから当然

田ですが，まず田の前にまず耕地の定義があります。それは沃土があって，耕起をすると

いうものです。その次に田畑がありますが，田というのは水路，けい畔，水を蓄える施設

があるものです。その田にりんごを植えても減反面積になります。ところが統計の立場で

すと，田にりんごを植えれば樹園地になりますので，畑になります。ですから田から畑へ

の転換によって田がおちてきますので転作面積の田と統計上の田との整合性はとれていま

せん。

田路：休耕地とは全く放りだして何も耕作しない田ということですか。

宮川：昭和45年から減反の中で休耕田という制度をとりました。その時の統計の立場として

は，補助金が流れているし，農家は作る意志はあるが減反という政策上そうしているとい

うことで田にカウントしていました。ところが49年から休耕田制度をやめた年も放ったま

まであれば，これは農家に作る意志がないということで，耕地からおとした経緯がありま

す。そのため潰廃面積が非常に大きくなっている年があります。ですから統計の潰廃面積

を見ていただくときには，そういう背景もあることを念頭に置いていただきたいと思いま

す。一般的に統計の定義は２年以上耕作していない場合は耕作放棄として扱うことにして

います。しかし，これが２年以上かどうかは現地の調査で判断するものですから，ここに

若干調査上の問題があるかとも思いますが，そこは熟練した職員ですから周囲の状況から
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判断できると思います。例えば１年目は草木性の草が生育し，２年『|はすすきのような多

年生のものが生育しますし，３年'二|になりますと，山のそばならば木本性のものが出てま

いります。面積調査はあくまでも対地調査ですので農家に聞くわけにはいきません。です

から以上のような状況判断からして２年以上耕作していない場合，又は１年未満でも農家

に作る意志がないと判断した場合は耕作放棄にします。

木村：潰廃面積は以前は田畑地目の登記上の潰廃でしたが，最近は休耕田も潰廃になるので

すね。

宮川：統計は登記とは全く関係なく対地調査ですので２年以上耕作しない場合は潰廃としま

す。

木村：潰廃面積は農業委員会がやっているのではないですか。

宮川|：潰廃面積を３つに分けて説明したいと思います。潰廃面積の中には自然災害と人為潰

廃と田畑転換の３つがあります。自然災害は主として台風が来たときに災害にあった面積

です。人為漬廃の中には工場用地・宅地・農林道・鉄道用地などがあり，これは農業委員

会で調べています。しかし，これは全て調べきれるものではありません。というのは普通

２ヘクタール以上は大臣許可で，２ヘクタール未満は知事許可で転用が行われます。とこ

ろが公共用地の潰廃についてはどこへも届けなくて良いので，そういうものは必ずしも完

全に把握されていません。農業委員会で調査している潰廃面積を参考として以前に拡張・

潰廃面積統計を作りましたが，そのような業務統計は過小な面があります。人為漬廃の中

にもう］つ「その他」というのがありますが，これは統計だけが把握していて，他はどこ

も把握していないものです。これが主として耕作放棄に該当くる面械となっています。

田路：３０頁図２に地図がございますが，そこで単位区はどう表示されているのでしょうか。

宮川：単位区は，１番上の図ですが，番号がうってあります。これが１つの単位区で，下の

方がその単位区の中の筆別（圃場）ということになっています。

田路：その次の31頁（図３）の真中に地図がありますが，その斜めに点をならべた矩形があ

りますが，これは何でしょうか。

宮ﾉ||：これは点の数で面積を表わす点格子板です。面積を測るにはプランメーターで測る方

法と点格子板で測る方法があります。それで１つの事例として点格子板を載せておいたの

です。

田路：最適配分と比例配分を使っておいでになるとのことですので，先程ご説明されたかと

思いますが，最適配分を簡単にいえばどうなるのでしょうか。

宮川：比例配分は総単位区数Ｎに対して，標本数、を比例して配分します。式としてＮｏｏｎ

となります。最適配分はＮに分散がつくのです。式としてＮび、、となります。ですから
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分散の多い階層は標本を多く充て，耕地の安定しているところは分散が小さいですから標

本を少なくするということです。

堀口：作物統計では公表のときに市町村別を出していますが，あの市町村別の面積はどのよ

うに出しているのでしょうか。

宮ﾉ||：なかなか難しいご質問ですがl調査の設計上設計単位と推計単位がありますが卜推計する単

位は県別で,具体に設計するのはその下の出張所です。各々出張所ごとに標本数を配分してい

きます。そして調査したその推計を全て積み上げたものが県別の推計値になります。それ

から統計を決める場合にui』別は,推計値で決めそして出張所別の推計結果を基礎として，出

張所に統計値を配分します。そしてその配分されたものを市町村別に配分します。私ども

では配分統計と呼んでいます。市町村別に配分する場合は過去のデータがありますし，全

く異なるものですがセンサスの数字もありますし，面積調査の基礎となる台帳面積もあり

ますし職員による巡回調査も行っていますので，出張所へ配分した枠の中で時系列，場所

系列を見ながら市町村に配分していきます。作況調査になりますと坪刈り結果や市町村を

巡回調査して作柄を見ながら配分します。このようなことから理論的にものが言えるのは

推計単位である県段階で,市町村別は先に説明したような形で作っていますが，推計された

一定の枠の中で，職員の長年の経験によって出来るだけ正確'性を保って作成しているとこ

ろですが，場合によっては一定の枠内での多少の精粗はあるということでご利用いただき

たいと思います。

ｺﾞﾋﾉ１１：今の話ですと理論的に使えるのは県段階で，市町村や出張所段階も具合が悪いのです

か。

宮ﾉ１１：出張所段階も１つの配分ですから推計理論に基ずく統計ではないということにはなり

ます。ですがそこはある程度出張所段階は設計単位ですので，標本数がおおむね50あれば

推計値の妥当性があるという津村先生の「標本調査法」という本もありますし，それから

見れば出張所段階では50ぐらいはありますので，出張所別配分は設計単位別推計値を基礎

としていますのである程度ものは言えます。しかし設計上はあくまでも県別だとしています６

ｺﾋﾉ１１：ポケットに農林水産統計に耕地面積の府県別統計が出ていますが，これは府県が発表

する数字と異なるのでしょうか。

宮ﾉ|｜：それは異なります。自治体でよく市町村別要覧を作っていますが，その場合統計の数

喧を使っているところもありますが，大体はセンサスの数字や固定資産課税台帳の数字を

使っていると思います。県計は市町村から集めてきた数字を使っている場合があるかと思

います。

ｺﾞﾋﾉ１１：そうすると農林省の統計でない場合が多いのですね。
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宮川：そうですね。６０年はセンサス年ですが，統計の利用上では，センサスと耕地面積は当

然違ってきます。それは耕地面積は対地ですがセンサスは対人だからですｏ大体センサス

の方が過小に出てきます。それから私どもの市Ⅲ]｢村別統計はあくまで対地ですので出入作

は見ていません。

北ﾉ１１：課税台|帳の面積で自治省が'1)していましたが，あの面積とはかなり違うのですか。

宮ﾉ||：違ってまいります。１筆ごとに全て測量し直し，正確な図面を作り，正確な面積を出

すという地籍調査を国土庁が行っています。これは１市町村を手がけるのに１０年程かかり

ます。それでその１市町村が終了した時点で田畑面積を合計したものと，私どもの市町村

別統計を比較すると，私どもの統計は過小なのではないかという指摘を最近うけます。と

ころが地籍調査は10年もかかって行っていますので，１０年前に１１１であったものが10年後に

は潰廃されている場合があります。前にのべました休耕田はそのまま継続すれば潰れてし

まいますが，課税台帳は登記を変えなければそのままです。ですからおそらく私どもの統

計の方が耕地造成が無い限り小さい場合が多いと思います。

田路：今おっしゃった課税台帳と土地台帳とは別ものなのですか。

宮川：課税台|帳の基礎になったのが土地台１帳です。明治６年のものからずっとそうで，その

後地籍調査を行えば，それに置き換えていますので，それが標本単位区の基礎になってい

ます。しかし基礎にしてはいますが，もしそこへ標本が当たれば職員が行って潰れていた

場合には潰廃としておとしていきます。

田路：もとは同じなのですね。

宮川：そうです。６００万ヘクタールと申したのは大体土地台帳のi､積です。

伊藤：２９頁(区１，の流れ図に推計値の総合検討というステップが面積と作況の調査にあります

ね。作況の場合とはニュアンスが違うかもしれませんが，この検討次第で数字が修正され

ることがあるのですか。

宮川：あまりありません。ここで推計値の総合検討といっているのは,一般階層で実査して推計さ

れたものと特殊階層で巡回調査して面積把握したものが入ってきます，－万拡張・潰廃

がありますが，これらを検討するものです。前述しましたように５分の１のローテーショ

ンということで，１つの標本を５年継続して行います。ここでは，４年間は前年比較がで

きます。そこで単位区内で発生した拡張・潰廃が推計されます。それから全部の標本を推

計したものが出てきます。ですから年次差の検討と総'1kとの検討を兼ねあわせて耕地面積

が出てきます。以上のような検討を総合検討と呼んでいます。非常にシビアな形になりま

して，耕地面積統計と拡張・潰廃面積統計と２つあります。それで拡張と潰廃の差と耕地
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の年次差は一般常識論では一致するはずですが，調査の体系が少し異なりますので差が生

じてまいります。過去においては，あくまで拡張・潰廃は耕地の年次変化を見るものだと

いうことで，拡張と潰廃の差と耕地の年次差とは多少差があっても良かったのですが，そ

れではいけないということで，もう少し調査精度を高め，客観性をもたせるために，耕地

の年次差と拡張・潰廃の差を当然一致させる総合検討がそこに入ってきます。

伊藤：何人ぐらいが集まって行うのですか。

宮ﾉ１１：２９頁（図１）の流れ図は県別が１つの推計単位で示してありますが組織図のところで

述べたように，本音・事務所等それぞれの段階で検討し決定します。

木村：この段階では作況と面積の両方が出てくるのですか。

宮川：これは耕地面積と作付面積だけです。

木村：作況決定審議会というのは………。

宮川|：それはとこから出てくるところの水稲作付面積と作況から出てくるところの予想10ア

ール当たり収穫量（10月15日現在）を審議していただきます。

木村：別個に行うのですか。

宮川：一緒に行います・

木村：それを行うのは１０月段階ですか。

宮ﾉ１１：そうです。本年の場合は10月25日に終わりましたが，水稲作付面積と10アール当たり

予想収穫量を諮問し，大臣に答申がなされ，それを受けて公表となっています。

ｺﾋﾉ||：資料の1枚目29頁（図１）に｢集推計」とありますが,これは推計とどう異なるのでしょうかｂ

宮川：説明の中で実査を省いてしまったのでいけませんが，集計というのは，確率比例で１

つの標本単位区が抽出されますと，予め図面は備えてありまして，その中からこの単位

区の図面を準備します。次に抽出された標本単位区の「単位区筆別台帳」にはｌ筆ごとに

面積が書かれています。この筆はほぼ１０～30筆ぐらいで田畑別に書いてありますが，これ

が地目別の台帳面積です。これを調査野帳に転記しまして，この野帳と先に準備した図面

を現地に持っていってこの図面が現地と照合してこの通りになっているかどうかを見てき

ます。もし図面通りでなければ，そこで台帳面積を基準として異なる部分を見積り修正し

ます。作付けの場合は作付けがある無しで見ますし，耕地は以上のような見方をします。

それで筆ごとに見積って記入されたその野帳を単位区ごと，調査項目ごとに集計するのを

集計と呼んでいます。１単位区ごとに集計されますから，それを所定の階層ごとに更に集

計し，階層別台帳集計面積を補助変量として耕地面積や作付面積を推計します。ですから

集計と推計を一緒に申し上げたのです。

木村：畦畔面積はそれほど変わらないと思うので，本地面積だけで耕地，作付面積を出した

方が良いと思うのですが。
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宮ﾉ11：作付けされる面積は本地面積でありますが，本地を維持するにはけい畔がなければな

りません。例えば傾斜のところでけい畔が崩れたりすれば本地は維持できませんし，水田

などは水を貯える施設がなければ本地としての意味がありません。ですからけい畔も含め

て耕地としています。

木村：平均面積は畦畔も含めたもので計算しているのですか。

宮川：単収は本地面積に対応したものです。

木村：そのへんがどうして畦畔を含めるのかわからないのですね。

宮ﾉ１１：水稲作付面積には畦畔は入っていません。ただ耕地面積という概念の中にけい畔があ

るということです。

木村：センサスの耕地面積と一致させるという意味もないのですか。

宮川：定義は大体同じになっていますが，センサスは台帳面積で農家は答えているでしょう

し，耕地面積は対地で調査していますから自ずと違いが出てきます。センサスの目的は構

造面をつかむことですので，絶対量も重要ですが主として構造的に見ていただくことに狙

いをおいています。総量的に見ていただくのは統計の耕地面積，作付面積ということです。

木村：だとするとますます本地面積だけで良いような気がするのですが。

宮川：作付面積については本地で良いのですが，けい畔が崩れれば本地も崩れますので，耕

地の概念としては畦畔も含めているということです。水稲はそういうことがありませんが，

例えば大豆の場合はけい畔大豆がありますので，それも一応作付面積に入れています。そ

れから栗などのように，山で栗の植えたところたけを起こして，後は耕起していないとい

う非耕地栽培がありますが，これも栽嬬面積に入れています。

田路：土地登記簿の上で，田といいますと，けい畔を含めた面積になっているのですか。

宮川|：３１頁(図３)の単位区筆別台帳を見て下さい｡地番と田畑があり,それぞれの台帳面積があり

まし〔，けい畔が内けい畔と外けい畔に分かれています。内けい畔は台帳[iii積にけい畔が

入っていますし，外けい畔は本地面積で書かれているという形で明治６年頃の実査は行わ

れました。今の地籍調査は１つの土地を財産と見なしますので，当然けい11Wも含まれた面

積で測量されています６したがって地籍調査による土地登記簿はけい畔が含まれていると

ご理解いただきたいと思います。

田路：この場合の内外というのは，登記簿に含まれているかどうかを指すのですね。

宮川：そうです。ですから面積の実査上の問題として，本地レベルで推計して，後からけい

畔を加えていますが，今の地籍調査はけい畔を含んだ合1帳面積になっていますので，その

扱いをどうしたら良いかということかあります。しかしそれは本地とみなして実査をし，

後でけい畔割合で除くという方法をとって，本地レベルの推計にしています。
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田路：けい畔というのは意外に面積が動くものなのですか。

宮ﾉ１１：これは動く性質のものではありませんが，地域の平均的なけい畔割合そのものは変わ

ってまいります。というのはけい畔の多い山間地が潰廃されれば地域の平均的な割合は小

さくなり変わることになります。

田路：機械化されて，けい畔が狭くなったり，広くなったりすることはないのですか。

宮川：それは多少ありますが，機械化され易くするために圃場整備が行われますが圃場整備

の担当者などに聞きますとけい畔割合についてはあまり変わらないと言っています。しか

し圃場整備することによって田の面積は減ります。というのは道路や水路が広がるからで

す。ですから統計はその分もみて農林道等として潰廃、積としておとしています。

田路：アメリカなどで耕地面積調査に相当するものはあるのでしょうか。

宮ﾉ１１：よく海外研修を行うのですが，今年の事例ですが単位区を編成するときにおよそ２ヘ

クタールずつで単位区を区切るが，現地へ実査に行くので著名な河川や道路で区切るよう

にしていますと説明しました。そうしましたら，ケニアの人が著名な河Ⅱ|や道路のない所

はどうしますかと質問されました。広い土地ですから当然ないわけですね。それで空中写

真を撮影して求積したらいかがですかと提言を申し上げたところです。最近はランドサッ

ト５号が飛んでいまして，アメリカやソ連はそれから小麦の収量を把握しているようです

が。

田路：そうするとアメリカなどではこれに類することは行っていないのですね。

宮川：こういう単位区主義をとっているのはおそらく日本だけだと思いますが，最近は日本

の例にならって韓国が行っている様です。

木村：耕地利用率というのはどの段階で計算されるのでしょうか。

宮ﾉ11：本地レベルで作付けされているから本地面積で割れば良いのではないかという議論が

あると思います。しかしこれは作付けされた延べ面積を耕地面積で割っています。

戦後あたりではずっとけい畔大豆，けい畔桑・茶，こうぞ，みつまたなどいっぱいあった

のでそのような定義としたのかどうか不明ですが，ここで非常に問題になってくることが

あります。それは官房の調査課で年次報告を出すに当たって，土地の利用率がおちてきて

いるのではないかという指摘があります。というのは畑の面積で樹園地と牧草地ですが，

樹園地は減ってきていますが，牧草地は増えています。樹園地と牧草地は年１作ですが，

普通畑は年ｌ～21,]作ります。ですから牧草地が増えることによって耕地利用率が減って

くるという矛盾があります。

喜多：坪刈りの場所の数は最近減っているのでしょうか。

宮)||：３万筆と申し上げていますが，大体その通りきています。企両Ｉ情報課の鎌倉さんがお
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話しになったかどうか存じませんが，今後職員が減るという事態が出てくるわけです。そ

うすると面積調査なり作況調査も今後これをどうするかという話は出てくるわけですが，

今の印象からしますと，米の５万トンの行方が問題になっているというシビアな状態から

して，対地面積調査にしても水稲の坪刈り調査にしても減らせる状況にはありません。

森：坪刈りというのは１坪を刈るのですか。

宮ﾉ１１：昔は６尺平方だったのですが，今は㎡刈りになっています。１つの圃場で全ての畝を

数え，いくつの畝の場合はいくつかというのを乱数表でさだめますので，それで畝を選び，

１箇所１平方メートル刈りをします。刈り取り箇所もランダムでとっています。刈り方と

して畝幅と株間を測り，何株刈りしたら1平方メートルに該当するかという方法によって

います。

森：丸く刈るのですか，それとも|'し|角に刈るのですか。

宮川：畝幅，株間が整然としていない場合や，麦のように全面全層まきのような場合は，大

部分丸く刈っています。そうでない場合は今申し上げましたように，畝'幅と株間をｊｌｌＩり，

何株刈れば１平方メートルに相当するかを出して刈ることにしています。

北川:10ｱｰﾙ当たり平年収量算式ﾓﾃﾞﾙＹ=＆＋bVT卜czのXは何でしたか。
宮ﾉⅡ：Ｘは年次になります。

北川：スタート年次をlとしたら次の年は２になるのですね。

宮川：そのとおりです。スタート年次は45年としていますので45年を］とし，１０数年がそこ

に入ります。

北川：１０年目ですと１０が入るのですね。

宮ﾉ||：そのとおりです。６０年ですと16という数字が入り60年値が出ます。モデル式を作るに

は15年間のﾃﾞｰﾀ10ｱｰﾙ当たり収量Yを従属変数とし,年次V、被害率Zを独立変数

として計算しているわけです。そして鍍少二乗法の計算によってａ，ｂ，ｃの係数が出て

きます｡それで60年の平年反収を決める場合はVI-iと16という数字が入り,ｚには平均被

害率ｚが入ります。５９年では479キログラムということでした。

北川：年が若いときには収穫量のＩＩｌｌび率が大きくて，年が増えていくとあまり動かなくなる

ということですか。

宮川：そのとおりです。スタート年時をどこでとるかがいつも課題になります。米の生産調

整が始まったのは45年ですから，その年から生産事'情が非常に変わりました。それで一応

４５年にしています。これはあくまでも1古l定しているわけではなく，また生産条件が変われ

ば当然とる年次も変わってくるわけです。

ｺﾋﾉ|｜：県ごとにその式をあてはめるのですか。
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宮川：そうです。そして県ごとにも平年単収を決めます。

北川：資料の新聞の切り抜きのところの注に,収量構成要素の平年値は前５ケ年平均であると

なっていますが，それとこれとは違うのでしょうか。

宮川：これは１平方メートル当たりの有効穂数，千もみ当たり収量など収量構成要素につい

ては，各要素まで平年単収のような方法では困難であるので平年を５ケ年平均にとってい

るということで，平年単収とは違います。ですから先ほど問題事項になるというのは，予

想する段階は未確定要素になってまいりますから，その未確定要素をどのように推定する

かが問題になるのです。今後有効穂数歩合がどのくらいになるかを作柄概況の段階では予

測します。ここではたまたま５ケ年平均値を用いて対比をしてあるということです。ここ

４年連続不作でしたから，その４年を含む平均値をとって良いのかどうかもまた１つの課

題になろうかと思います。

北）１１：こういう場合には前５ケ年平均が原則として決まっているのでしょうか。

宮川：そうですね。

森：それの回帰式のａ，ｂ，ｃは年によって違うわけですね。

宮川：過去のデータであるＹと計算年次Ｘ，被害率Ｚが変わりますからそうです。

森：そうしますと先ほどおっしゃった４年連続の不作があれば，Ｙの推定値も下がってきま

すね。

宮川：４年連続の不作で単収が平年単収より下回ったのですが，Ｙの推定値は下がらないの

です。このへんの理論は次のようになっています。

単純な直線回帰及び平方根回帰式を用いると，最近年次（ラスト年次）に不作年が新たに

追加された場合の回帰傾向値は，その不作年の影響をまともに受けてｂ係数が小さくなる

ことから従来より低く算定されるのが一般的現象であるが，平方根重回帰の場合，傾向値

は不作年が新たに入ってきたとしても下りにくい特質をもっている。

これは，平方根重回帰式のｂ係数の値が実収量の動向ではなく，基準収量の動向に近似し

たものとなっていることから，たとえ災害のため実収量が下がったとしても基準収量が低

下していないかぎり，ｂ係数はほぼ従前どおりの安定した値となり，また，災害による被

害の影響は万として処理することから，それによる収量の低下分は全年次に拡散され，計

算年次における各年次のそれぞれが平等に負担することになるためです。

このように平年単収というのは毎年変わっています。去年に比べて59年は1キログラムア

ップしています。ですから58年まで３年連続の不作であっても１キログラムアップで出て

くるわけです。

（注）平年収量：10ａ当たり平年収量に,その年の作付面積を乗じて算出した収量をいう。
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平年収量-10ａ当たり平年収量×作付面積，平年収量は，被害率を算出する場

合の分母として用いられている。この時，その年の作付面積が未確定の期間に

おいては,前年の作付面積を用い算定した暫定平年収量を用いることとしている。

北川：Ｚを万としたときのＹというのは平年単収ですね。

宮川：そのとおりです。

高村：そうすると回帰線は全部平方根曲線になるわけですか。

宮川：平方根回帰ですからそうですね。直線回帰をとったこともあるのですが，そうすると

単収が順調に上がっているときは良くても，そうでないときは上がり過ぎてしまいます。

ですから年次ｘに平方根することによって傾きがゆるやかになります。更に，それでは実

態にあわなくなってきましたのでモデル式に平均被害率を加味したわけです。

森：ｚはどうして求めるのでしょうか。全国の値となると，被害の大きさをはかるときには

どうなるのでしょうか。

宮川：被害調査には被害の基準となる基準収量（被害なかりせばとりうる収量）があります。

この基準収量から減収したものが被害量となります。そして被害量を平年収量で除したも

のが被害率となります。それでその被害量はどうして求めるかですが，標本筆を実測し，

例えば虫害，病害，台風の被害で，倒伏の状況などによって被害減収推定尺度がありまし

て，この尺度にあてはめて被害量を推定します。

森：倒れていたら例えばｑ３などとか度数が考えてあるのですか。

宮川：過去の試験データがありまして，生育ステージで違いますが，登熟期の初期で全面倒

伏したら被害率はどのくらいということで，減収推定尺度がある訳です。

森：修正比率のようなものが作ってあるのですね。

宮Ⅱ｜：そのとおりで実測調査をしまして，被害量を推計していくわけです。それは基準収

量から獲れなかったものが被害量となります。また被害壁を平年収量で除したものが被害

率となる訳です。これが県別に算出されて全国を集計したものが全国値となる訳です。

田路：天候が悪ければ収量は平年作を下回る可能性があるわけですが，被害量には天候が悪

いことによるものを含めないで，台風やいもち病など突発的な事故だけを含めているので

すか。天候的なものも結果的には含まれているような気がするのですが。

宮川：ご指摘のとおりで，天候による被害，例えば冷害など気象被害も当然入ることになり

ます。

田路：異常気象はどうなるのでしょうか。

宮川：異常気象も被害の中に入ってきます。

高村：ｚというのは撹乱変数ですね。
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宮川：そうです。それでその撹乱変数をコンスタントにするため平均被害率をとっています。

森：ｃはマイナスで出てきますね。

宮川：そうです，被害Ｚが大きくなると収量が小さくなるので引っ張る要素になりますね。

堀口：私は市町村別統計をよく使っています。理論上問題とのことですが，作物統計を使っ

て市町村別に単収の比較をするとなにか具体的な問題点がありますか。

宮jll：市町村別統計が理論上問題ということでなく，県別と比べて理論的にあまり言えない

ということです。なお，最近，取り上げられていることは，農家での米の選別方法との関

係がありますが，玄米とくず米の選別基準を米の粒厚によって決めています。それはＬ７

ｍｗｍ以上を玄米，それ以下をくず米としています。この基準が政府買い上げの３等以上に相

当する玄米となるふるいの目ということになっています。統計はその基準に基づいてふる

いにかけ，１７，W､以上を玄米（収量）としています。ところが今の農業生産者はいかに米

を自主流通米で高く売るかということで，１８，Ｌ８５，中には１．９廊獅のふるい目で選別し

て出しています。そういうところからして，農家の実態とあっていないという議論がよく

あります。しかし１９１m耐で農家がふるったくず米を業者が買い再選別してそれは流通に乗

っているということもあります。統計の連続性も１つありますが，やはり正規の流通とし

て認められている最低の規格の３等米と照らしあわせて，Ｌ７ｍｚと決めているわけです。

堀口：私の質問は，市町村別に統計が出ている場合，それは配分統計でおとしているので，

そのまま使うと理論上少し問題があるとのことでしたので……………

宮川：使うことに問題があるのではなく，限界があるということです。多少の精粗があると

いうことです。それでそういうととがないように，他の市町村との比較を見ながら巡回調

査で単収を決めています。場所系列を十分見ながら配分しているということで，これは職

人芸といえばそうかもしれません。それでも理論的にどうかと言われれば，多少の精粗が

あるということでご利用いただきたいのです。

堀ロ：今年の農業白書を見て驚いたのは山形県庄内で兼業農家と専業農家の技術格差があり，

単収でｌ俵の差が今は出ているとなっていました。

宮川：あれは事例調査でしたね。

堀口：調査方法はライスセンターに入ってくるものと兼業農家と専業農家で分けて集計して，

兼業農家の収量が１俵低いとつかんだわけです。庄内の場合は以前はどの田で作っても単

収は同じだったのですが，１俵の差が出ているということは驚きでした。現地調査をして

みたら実際そうだ．ったのですが，その場合に専兼別の技術格差は例えば坪刈り調査などに

影響しますか。

宮ﾉ１１：それは平均化されてきますので，農家の性格別に収量を把握していませんので，そう
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いう使い方はちょっと難しいですね。

堀口：ただ実際に－坪刈りを行い集計されてくる数字のばらつきが大きくなっているという

ことはありませんか。

宮川：不作の年には防除の回数，水の管理，落水期などの関係が出てきますので，収量格差

が出て，分散が多小多くなります。先ほど全国で０．１６％と１１Iしましたが，大体０．１５～

０．１８ぐらいの幅の中に納まります。作柄の良い年は精度も良いのですが，作柄の良くな

い年は精度も若干おちてきます。４年連続の不作の前は高位平準化と言われていまして，

どこかの小さな会社の社長をしていても十分樺れましたが，この気象の影響で管理を十分

にしないと差が出てくるという感じはあります。しかし統計としては総量統計ですので，

農家の性格別には調査はしていません。ただ，今年は耕種生産統計調査というものを行っ

ていまして，そのあたりを究明しようとしています。これは農家への郵送洲杏ですから今

の議論からははずれるかもしれませんが，先生のご要望には答えられると思います。

堀口：今の分散の数字は府県別までとれるのですか。

宮川：府県別にも出てまいりますが，１[[i積の小さい府県では標本数が少ないために精度がお

ちてくることは否めません。

堀ロ：その分散の数字は利用しようとｊｉＬ１えば公表していただけるのですか。

宮川：これは公表していません。目標を県平均１～２％に置いて標本設計を行っておりまし

て，全国的にみれば幅があるということだけでご理解願いたいと思います。

堀口：実際に分散の度合が大きくなっているとすれば，その中に構造上の問題がある程度反

映しているのではないかと思い，そのあたりを１度検討してみてはどうかなと思いました

ので。

宮川：今年は４年連続不作ということがありまして，耕種生産構造統計調査で全国約４万ぐ

らいの農家に郵送調査を行いました。今，推計中でございまして，年末には結果が出て，

３月末には農家の性格，専兼別，就業状態別，収賦水準別，面積規模別でどういう取り組

み方をしたとか，どういう農家がどのような水準にあったかというデータがⅡ}てくると思

います。

田路：もともと作況調査というのは面積調査を踏み台にして行われているので，極端な言い

方をすれば'二|本は農地が朴1対的に少ないこともあって，どこもかしともよく耕やされてい

てあまり差がないということがある程度前提になっていたと思います。ところが今おっし

ゃったように，現在は農家の中に階ﾊﾟﾘ分化が起きてきています。このことがこの調査の精

度に問題を投げかける可能性もあるのではないかと感じたのですが。

宮)１１：その心配はないと思います。というのは面積は専兼別に関係なく，ランダムで標本を
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見て行っていますし，坪刈りもランダムで行っていますので，それの平均化されたものに

なってくるということと，単収の場合は1つの町村の中で個々の農家を見れば差はあって

も，高い市町村と低い市町村に階層分けして標本を抽出していますので，平均的に見てい

るということです。

森：ランダムに１１１１出された結果，専兼別にも比例抽出になっているだろうということですか。

宮jll：結果的に坪刈り調査をする場合には坪刈りする圃場をランダムで抽出しているので，

追跡調査をやってみればおそらく比率もそうなっていると考えています。

喜多：公表資料ではなくて，部内極秘資料で，坪刈りや面積調査を実際にやった農家の性格

などをおさえたものはないのですか。

宮川：面積調査は対地で，作況調査は対物調査で総量把握を目的としていますのでありませ

んが，それは１つの課題になるだろうということで農家の性格別にとらえようとしている

のが農業調査から分かれた耕種生産構造統計調査で，今年は「水田利用動向調査」として

調査をした訳ですが，１つの例として水稲が普通の年にどれだけ獲れ，ここ２～３年はど

れだけ獲れたかを聞いています。そうすると専兼別，就業状態別，農家規模別というもの

が出てきます。それで先生がおっしゃる構造的な問題に答えられるのではないかと思いま

す。

喜多：それは面積にしろ，収穫j量にしる農家に聞いた答えが出てくるのですね。

宮ﾉ||：そうです。それから坪刈りするときは農家に了解をとりに行きますが，専兼別には聞

いてきていませんが，それを集計すればおもしろいものが出てくると思います。

木村：従来の作物統計の建て前から言うと非常に問題が出るでしょうね。

宮川：あくまでも申し上げているのは総量統計のみですので，農家の性格別や規模別での調

査，例えばセンサスや耕種生産構造統計調査などの結果で見ていただくと十分良いのでは

なかろうかと思います。

田路：これはあくまでも土地という生産手段との関係で出てくるということですね。

宮ﾉ１１：作物統計は先生のご指摘のとおりです

森：ちょっと話を戻しますが，生産量調査というのは作況指数を出すことと，予想収穫量を

出すことが目的ですね。そうしますと作付面積の上にどれだけの米が収梗できるのかとい

うことですね。

宮川：そうです。

森：そうしますと先ほどの，坪刈りについて，株数で調整するとおっしゃいましたね。株の

間隔によって分けつが違うでしょうから，密に植えれば１株当たりの収量はおちてくるこ

とになりますね。株の数より面積が基準にならなければならないと素人考えで思うのです
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が。

宮川：そのとおりです。作況の方は10アール当たり収量を推定しています。この推定に当た

って，標本に当ったところを１平方メートルずつ３か所刈り，ですから３平方メートルXl」

ることになります。そして１０アール当たりに換算しています。

森：植え方によって中に何株あるかは異なるわけですね。

宮川：機械植えになっていますので多少のバラつきはあると思います。そこはそのために標

本に当たった圃場で刈取箇所をランダムに選んだ３か所で畝をjllllかり，更に株も11株測か

り，それで平均１畝当たりどのくらい，１株当たりどのくらいと出てまいります。それか

ら計算して何株刈ればその箇所における平方メートル当たり分になるか１１｣てまいります。

森：そういう処理上の用意がされているのですね。

宮川：そうです。

森：先ほどお配りいただいた資料の中で沖縄がずい分収極量が低かったようですが。

宮ﾉ１１：沖縄は1ｍ積が非常に小さいですし，土壌条件があまり良くないですからね。

高村：水稲に関しては収奪農業という傾向はないのですか。

宮ﾉ１１：堆きゅ肥の施111が少なくなって,地力の維持がおちてきているのは先生が今おっしゃ

る通りです。しかし,水田は畑と比して忌地現象が水をやることによってなくなりますので，

ある程度防け慰ていると見ております。

森：生産量調査は他の作物についてもなさっているのですか。

宮川：およそ主要な作物は全てやっています。

森：全て，坪刈り形式ですか。

宮川：麦もそうですが，大豆小豆などはランダム（標本設計）ではなく，基準筆の形で設

置し，そこで収量調査をしてみて，その作柄によって検見眼の統一をはかり，巡回調査を

行っている場合もあります。

喜多：作物統計は他の農林統計に比して相当経験を経ないと見回りといってもむずかしいと

思いますが，担当者は大体固定しているのですか。末端で作物統計の面積とか収量調査を

やっている人が他に変わるということはないのですか。

宮ﾉ11：あります。ここのところ世代の交代が急に多くなってきていまして，昭和22年頃入っ

た方がもう辞めていくわけです。当時は99％が作統関係でしたから，その人達は全て作統

関係を経験していました。その後構造統計が入ってきまして，職員も分化されてきました。

最近統計に入ってきている万で農業職で入ってきている人は少なく，行政職で入ってきて

います。ということは農業知識がなくて入ってきているということです。言ってみれば出

張所に配置されても作物がわからないという悩みはあります。そこを先輩が実地に指導を
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してカバーしているということです。それで作柄の巡回調査などは検見眼の統一が出てく

るわけです。かっては10アール当たりで１俵も違わないくらいで，この圃場は何俵と検見

がされていましたが，最近はやはり以前もそうでしたが坪刈りに主力を置かざるをえませ

ん。ですから原則論に戻ってきています。

喜多：豊作や米過剰と言われるふん|＃|気の中で供出がそれほど問題とされなくなってくる段

階で坪刈りや実測を若干縮少し，それ以外の面接などの方法でカバーしてきたが最近の食

糧不足や輸入問題などが起きてきたので，本来の坪刈り，実測の重視に戻ったということ

がありますか。

宮ﾉ１１：そういうことではありません。坪刈りを面接でカバーしたことは全くありません。ｌＩｌｉ

積は隔年実測でその間を面接でカバーしたことはあります。

喜多：坪刈りをやらない年はないということですか。

宮川：そうです。

喜多：行政職で入ってきた人は作物統計が－番取りつきにくいのでしょうね。

宮川|：やはり経済統計からだんだん入っていくという話は聞きますね。ですから現場の実態

としては作統業務は嫌われますね。

喜多：数理統計的な知識というのは研修のような形で毎年やられているのですか。

宮川：初めて入ってきた方には２週間ぐらい研修を行っています。それですぐ使うようなと

ころに入れば身になりますが，全然関係のないようなところに配置されますと利用されな

い向もありますので，研修の成果を上げる人としない人が自ずと出てくるということは１

部にはあります。

高村：実験計画法は入っていますか。

宮川：あくまで標本理論ということです。

森：海外から研修生を受け入れるという話がありましたが，作物収穫蔵の予想統計など調査

のノウハウを求められることはあるのでしょうか。特に東南アジアについてですが。

宮川：３ケ月研修があり，農林統計全ての話を聞いていくわけですが，やはり作況の現地研

修は非常に興味深く受けているようです。

森：実際に作っているのでしょうか。

宮川：そのような類のものをやっているようです。台湾とは国交が|i三il復していませんので別

個に研修に来るわけですが，あそこは人件費が安いので面積調査は悉皆調査ということで

した。

田路：坪刈りという考え方は戦後に出てきたのですか，戦前からあったのでしょうか。

宮川：戦前にもありました。
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堀口：アメリカの中西部ではとうもろこしの坪刈りをやっていますね。

森：広さも１坪ぐらいでしたか。

堀口：見てただけなのでよくわかりませんが，枠みたいなもので，数マイルおきに関場を設

定し，自動車で来てはかっていましたね。

田路：それは経営体が|△１分のところを知るためにやっているのですか。

堀口：私が見たのは大豆協会とか他の協会がやっていました。ＵＳＤＡ（農務省）そのもの

の調査ではありませんでしたが。

喜多：農務省の作物調査のようなものの手引きを見たら，日本と同じような長方形の対角線

と調査畝の図が出ていましたね。詳しいことは知りませんがやっているようですね。

堀ロ：とうもろこしなどは道路沿いの収量と中の収量とでは相当違うので中に入らないと駄

目なのですね。特に干ばつのときは風が当たる道路沿いは収量が良く，「|'は暑くて減収に

なっているのです。

田路：稲でもそういうことはありますか。

宮川：最近の圃場整備で30ないし50アールという圃場が出てまいりましたが，けい畔沿いは

日当たりや風通しが良いので〆けい畔沿いだけで見たのでは不'一分ですね。しかし，坪刈

りは刈取箇所をランダムで選んでいますからそういう心配はありません。

高村：水稲調査は随分手間暇かけて行われていますが，どのくらいお金がかかるのでしょう

か。

宮川：予算上ということになりますが，現場では１２００人ぐらいが作物統計を担当している

ことになりますし，予算面で申し上げますと面積統計全体で約’億６０００万円，生産量統

計で約５６００万円です。

喜多：それはもちろん人件費を含んでいませんね。

宮川：そうです。人件費は１２００人ということです。

喜多：それは全て農林省の専任の職員が行っているのですね。ほとんど人夫的なものは使っ

ていませんね。

宮川：そうです。

森：出張所の職員が実際に坪刈りをするのですか。

宮ﾉ１１：そうです。ですから対地調査に行く場合は，初めてならば先輩について何ケ所か行い

要領をえてから1人で行けますが，２人１組で調査しています。坪刈りもそういう形をと

っていますので，調査のベテランと若い人がついて２人1組で実杳をしているというのが

実態かと思います。

堀ロ：人工衛凪で調べて出てくる田のllli積と対地で調査して出てくる面積とをつきあわせて

－２５－



段差を見られたり，あるいは修正されることはあるのでしょうか。

宮川：やってませんので修正することはありませんが，研究調査をしたことはあります。こ

れはランドサットではなく航空機にマルチバンドカメラやスキャナーを搭載して行いまし

た。マルチバンドカメラとスキャナーの２通りで行いましたが，前者はレンズの周辺光量

の問題があってちょっと無理で，後者も相当の誤差が出てきました。これは帯広の広いと

ころでやっても1割以上の差が出てきます。面積を調べる場合は全て不作付け地か作付け

されている地か，また作付けされていても種類が違う，また種類が同じでも生育ステージ

が違ってまいりますと，そこから発散する熱光量のスペクトルが違ってまいりますので難

かしぐなります。アメリカのようなところは同一品種で広い面積ですから，相当正確に見

れると聞いています。帯広と山形で農林水産技術会議がリモート技術センターに委託して

ランドサットの映像を使って調査しましたが，それでも1割～３割ぐらい違っていました。

条件の良いところでそうなのです。ランドサットは地上の分解能は90ｍと言われています。

９０ｍといいますと90ｍ×90ｍが１つの画素になりますから，日本のように小さい圃場に多

種類のものが植わっていると，そこで面積を出すことは非常に困難になります。

堀ロ：アメリカでは１ケ月ごとにとうもろこしや大豆の収量予測を出しています。これは世

界市場に影響するものですから興味を持って見ていますが，それが月ごとに数字がどんど

ん変わっていきます。実地調査してもなかなか正確な予測ができないということなのでし

ょう。人工衛星は余り役に立たないなと感じましたね。

宮川：生育ステージ，病害虫が出れば，そこから発散する電磁波は全て違いますから，現地

においてこういう生育状態はこう写るという現地調査（グランド．トウルース）と映像と

の照合が必要になります。今，ランドサットを使ってやっている場合には,教師ありとな

しの２つの方法があると伺っています。教師ありはグランドトゥルースをやった場合であ

り,教師なしは地上のデータなしで判定するものです。

田路：写真が具合が悪いというのは何故ですか。

宮ﾉ１１：1つのカメラに４つのレンズがあって，（マルチバンドカメラ）赤外線フィルムを入

れ，それでブルー・グリーン・レッドが可視光線になり，それに近赤外を入れます。その

組み合わせと作物の種類によって作物ごとのパターンが異なってきますので，そのパター

ンを調べ，それで見ていくという方法です。フィルムの場合は現像するという処理過程が

ありますので，統一した現像処理がむずかしいということになり，スキャナーでやってみ

ることになったのです。ところがランドサットは900Kmの高度でしたが，航空機はもっと

低くなりますので，真下は大きく写るし，端は小さく写ります。それを幾何学修正するの

ですが，面積求積ではそこまでは幾何学修正が難しいということと，生育ステージによる

－２６－



違いがあるから難しいということでした。

田路：正確なものは難しいということですね。

宮ﾉ'1：それと，水稲の場合は０１６という目標精度を定めていますし，誤差が問題になって

いますから。

北】|：耕地面積の場合は一応縄のびが修正されたとのことですが，森林の面積も修正された

ということを以前に聞いたことがあるのですが確かなのでしょうか。

宮川|：修正したということは私にはわかりませんが，林野庁は今各林班ごとに５年に１度の

航空写真を撮りまして，そこから求積して樹種別も判定しているということですから。

北川：農林省や統計調査部で農林業センサス，林業調査などをさせる途中で修正されたとい

いますが実測をされたということはありませんか。

宮ﾉ'|：そういうことはないと思います。先ほど説明を省略しましたが，坪刈りでも修正の問

題が１つあります。最近は９割以上機械刈り（コンバインは７割）が入ってきたため，コ

ンバインロスがあります。操作する人の技術，倒伏の程度，前日に雨が降ったかどうかと

いう等の問題によって収穫ロスが出てまいります。これも程度によって修正をしておりま

して，坪刈り結果にその修正率を掛けて推計値を修正しています。

田路：稔っていても収穫できないということですね。

宮ﾉ||：そうです。コンバインにかからないということです。刈取時に非常に天候が悪い場合

は多いわけです。今年のように天候が良い場合はそれほどではありません。

田路：そういったことによって修正率も変えているわけですね。

宮川：圃場条件を見ながら修正しないと，農家の実態にあってこないということで修正して

います。

森：それも先ほどの回帰式の中の変数ｚのようなものなのですか。

宮川：いいえこれは10アール当たり収量Ｙの方に入ってしまっていますから違います。被害

ではありませんので。

－２７－



表１面積調査における対地標本実測調査の流れ

出張Rh｢の實轄匹域をF基偲

可3か所の刈り取り調査で|露露悪:篭蕊囑|評面積を基準ろ。

Ｒ
】

生育途上の調査（年５回）も｜曰現在で実施 小にした図面坊

ヨ現在の標本調査では把握で
きない場合かあい別途巡回

台帳集計血槙

笥帳面積に縄のび，親
６Kボスｔ凰今牡一jIlIl長l他

－２８＿

作況調査

（水稲）

面

(耕地及

積調査

び夏作作付面積） 備考

都道府県別に水稲]Ｏａ当たり
収量を求める

調査上における設計・実査の

管理及び地域統計作成を目的
として設計する。

面積調査で使用する単位区の

うち田のある階層（田のみ階
層，田畑混在階層）の単位区
をもって編成する。

標本調査の精度向上を図るた
め単位区又は地帯を収量の高
低，収量変動の大小等により
グループ分けする。

階層ごとに最適配分する。

県別目標精度の決定
（Ｃ・Ｖ１～２％）

リスト表から確率比例抽出に
より単位区を，任意系統抽出
により篭を抽出する。
事実上は三段抽出（単位区→
筆→箇所）である。

筆内３か所のﾒﾘり取り調査で
ある。

収種期には収量分解調査かあ
る。

生育途上の調査（年５回）も
ある ◎

単純推計によりｌＯａ当たり収
量を推計している。
なお，収税量は１０ａ当たり

収量に面積調査で把握した作
付面積を乗じて求める。

生育段階に合わせて年５回の
調査取りまとめを行っている

都道府県別に耕地及び夏作作
付面積を求める。

同左

耕地の所在する場所及びその
周辺にある開墾可能な土地に
標本謂査のための抽出単位と

しての単位区を編成する。

標本調査の精度向上を図るた
め単位区又は地帯を地目変動
の大小，作付率の大小により
グループ分けする。

目標精度を定めて設計単位ご
とに計算する。

階層ごとには最適配分及び比
例配分する。
同左

リスト表から任意系統抽出に
より単位区を抽出する。
－段抽出（単位区）である。

標本単位区内の全箪を台帳基
準算定法により見積調査する
ものである。

実査は１回でよい。（８月１
曰現在で実施している）

比推計により総量を推計して
いる Ｃ

比推計の条件

筆別の現況面積と相関
の高い別途の調査資料
があること。

その調査資料による
量が把握されている
と ０

）

勢
耕地及び作物ごとに年ｌ回取
りまとめている。

[分散計算’ 単純推計の分散計算である。 比推計の分散計算である。.… ･総量分散である。



図1耕地及び作付面積調査の流れ図

(基礎資料）（母集団の編成）（階屑分け）（標本の決定）（実査） (集推計） (取りまとめ）
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図２単位区構成例
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図５水稲作況調査のあらまし

｢堯匿万雨可 ｢蔬三詞司調査項目 統計の利川目的

作柄概況調査

（７月15日現在）

草丈，茎数など 生育の良否 稲作技術指導

防除対策などの資料

作況指数草丈，穂数など作柄概況調査

（８月15日現在）

米需給計画，稲作技術，

防除対策などの資料

四
四

穂数，１穂当たりもみ数，

豊熟状況など

作況指数

１０ａ当たり収量

試算収穫量

作柄概況調査

（９）１１５日現在）

千粒の重さ，

生もみ重など

１０ａ当たり収量

作況指数

予想収穫量

米県別需給計画の調整，

輸送計画樹立などの資料

予想収穫量調査

（１０)115日現在）

収權量調査

穫期）

坪刈り

(もみ:垣，玄米垂，

千粒童など）

１０ａ当たり収量

作況指数

収穫量

米県別需給計画，輸送計画の最

終調蕊，農業の動向年次報告長

期見直しなどの資料



図６収鼠推定のしくみ
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図７水稲の生育ステージ（東北地方標準型）（様式図）
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表２水稲の調査時期別収量予想方法
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表３面積・水稲作況調査のあらまし

面積・作況調査実施流れ図

in麹

流計情報事務Ｆ

－３７－

組織 業務の流れ
水稲収穫量調査（対地対物調査）

作付面積（対地）調査 作況（対物）調査

本省

統計情報事務所

(地方農政局）

出張所

統計情報事務所

(地方農政局）

本省

企画・設計

標本配分

標本抽出

実査

審査

取りまとめ．

評価・公費

県別目標精度の決定

(Ｃ、Ｖ、！～２％）

母集団単位区
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面積調査の設計

(1)性格階層別単位区リストの作成

前項で確定した最終の性格階層の層別基準に基づいて，一般階層の母集団を構成する単位区

を単位区カードによりそれぞれ分類し，各階層ごとに所定の市町村lllH及び単位区番号順に「単

位区リスト」に転記して性格階層別のリストを作成するとともに，台帳面積を集計して階層別

補助変量を確定する。

階層分け模式図（例）

（地目階層）（第１次'性格階層）（第２次性格階層）I目階層）（第１次'性格階層）（第２次性格階層）（第３次性格階層）

｛水稲ｻﾞ付蘂::鵜
…|::IiiiE(麹轌解:撫
礪`－{型篭雲i二－１水弓蘂:鱗

｛凱理樹
…|:::ﾎﾟ:::蔦(蝋]鞭蝋
螂…鵬駒
…-|繍蕊M護綱Ⅷ麹"

般
階
層

設

計
単
位

Ｉ

特
殊
階
層

(2)目標精度

ア対地標本見積り調査の目標精度は，面積調査の役割を十分遂行するに足る範囲において定

める必要があるので，利用目的に対応し，統計の絶対値が信鞭できる数値であること，時系

列的に相互比較が可能であること，調査が経済的であることを基準に定める。

イ目標精度を定めて調査するものは，耕地及び標本調査の効率が高い主要作物とする。

ウ都府県別目標精度の基準は，田は８万hqでＣ、Ｖ0.68％，水稲は８万hqでＣ，Ｖ082％，

畑は５万hoでＣ、Ｖ２．０％，その他の譜計作物は５万hqでＣ、Ｖ２．２％とする。

エ北海道の目標精度の基準は，田は５万hqでＣ、Ｖ２．３％，水稲は５万hQでＣ，Ｖ３．４％，
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畑は２０万hqでＣ、Ｖ１．９％，その他の設計作物は２０万hoでＣ、Ｖ３．８％とする。

(3)標本数の決定

ア対地標本実測調査における標本単位区数は，国及び県別統計として必要な精度を目標と

して，推計単位又は設計単位の母変異係数に応じて理論的に算出されるが，一方では調査労

力，経費，及び時間的な制約がある。したがって，標本数は，各作物の地域的分布状態や農

業上の重要度と作業労力とを検討のうえ，所要精度との調和を図って決めることとする。

イ事務所別標本数は，農業の基本統計として調査精度を安定的に維持する必要があるので，

上記の考え方に基づいて本省が決定する。

この標本数は，調査基盤や調査体制に著しい変動が生じない限り原則的には次期改定まで

変更しない計画であるが，次期改定までの間に，局所的な母集団の修正がある場合の取扱い

は本省と協議の上決定するものとする。

ウ標本数の設計単位別配分は，目標精度を定めた耕地及び作物について，次の各式により行

つ｡

(Ｃ工寺Ｃ,の場合）

Ｃ:＋Ｃ;－２ｐＱＣ，
〃＝

（Ｃ、Ｖ）２

(ｃ蟹＝ｑの場合）

２（１－，０）Ｃ；
〃＝

（Ｃ、Ｖ）２

記号の説明

〃…･…･…耕地又は作物別標本数

Ｃ,Ｖ………･目標精度

Ｃｘ･…･……対地見積り作付面積（耕地面積）の変動係数

Ｃ〃．.………耕地カード面積の変動係数

，○・………･対地見積り作付面積（耕地面積）と耕地カード面積との相関係数

(4)階層別標本数の配分

ア耕地及び作物別標本数の各階層への配分は，まず，地にＩ階l｢`'i及び第１次性格階層（↑ｌＩ１１１ｊ率

の異なる階層，以下「地目階層」という場合は，抽出率の異なる第１次性格階層を含む。）

－３９－



別に，地目階層別の耕地又は作付面積の母標準偏差と総単位区数の積（ＮＣ）に比例して配

分する。

イ配分された地Ｈ階層別の耕地及び作物別標本数を地目階層ごとに比較検討し，原則として

その最大標本数をもって決定するが，各作物の地域的分布状態，農業上の重要度及び調査労

力を総合的に検討の上，若干の調整を行ってもよい。

ウ地目階層別標本数が決定したならば，これを合計して設計単位ごとの標本数とし，更に設

計単位の標本数を積算して事務所計標本数とするが，この数が本省決定標本数と一致しない

場合は，設計単位別の配分過程を検討しつつ一致させるよう再計算して調整する。

エ性格階層別標本数の配分

地目階層別標本数の第２次性格階層以下への配分は，各性格階層の総単位区数（ＮＣ）に

比例して配分する。

調査結果の取りまとめ

集推計

標本実測調査結果の集推計

標本実測調査の結果は，設計単位としての出張所ごとに集推計を行う。２出張所以上の管内を

－つの設計単位とした場合は，各出張所において階層別の集計を行い，推計は事務所で行うが，

この場合，出張所では，出張所長意見面積作成の基礎とするため，出張所別に別途推計を行う。

推計は層別比推計（分離比推計）とする。ただし，層別比推計の効果が期待できない場合及び

前記別途推計は，階層を合併した比推計（複合比推計）又は単純推計による。

１田耕地面積の推計

（１）本地

ア推計式

匂に+Ｉ+諄}
又は

ｏｒ

ただし，沖縄においてはこの推計式を耕地（本地＋けい畔）Ｃの推計式とし，Ａ＝Ｃ－８

－４０－



(けい畔）とする。

イ分散式（台帳基準見積り面積の推計値）

ﾉＷ（1Ｗ－〃が）
(Ｕ２(Xl+R2がＵ２(Ｙ１ｳｰ2尺"P"ひ(X)〃｡(Ｙｂ)〃

Ｖ＝ＺＺ
ｊノ 〃が

(2)けい畔

推計式

Ｉ郭も札
、
Ｉ

〃ｌｊ

ＺＹ"々
ｋ＝１

(けい畔割合)，γ・
』Ｂ＝Ａ×けい畔割合 ゛ｙｖ

●●

〃Ｊ１．

:沙

ただし，沖縄においてはＢ＝Ｃ×けい畔率とする。

(3)本地けい畔計

推計式

Ｃ＝Ａ＋Ｂ

(4)記号の説

Ｘ雄………………標本単位区の台帳基準見積り田面積

Ｙ"魔………………標本単位区の耕地カード田集計面積

ツガ………………階層別耕地カード田集計面積

１Ｗ．.…･…………〃総単位区数

〃が………………〃標本単位区数

Ａ………………田本地推計面積

Ｂ………………田けい畔推計面積

Ｃ………………田本地けい畔合計推計面積

γ………………田の測量修正率

Ｒ………………田の地目変換率

ｏ２(X)〃…･…………･･が階層のＸの分散

｡2ｌＹ１〃………･…..…〃階層のＹの分散

ｐヮ………………〃階層のＸとＹとの相関係数

ｉ…………･･…･設計単位ごとに設けられた対地見積り調査のための地目階層

/………･…･…設計単位ごとに設けられた対地見積り調査のための性格階層

ｂ………………対地見積り調査標本単位区番号

－４１－



作況調査の設計

ア階層分け

事務所長は，事務所の管轄区域の１０ａ当たり収量を的確に推定し得るよう，当該作物の作付

けされている単位区について階層分けを行い，設計単位及び作況階層を設定する。

（ｱ）設計単位

設計単位の範囲は，調査の設計並びに調査結果の分析，検討及び利用のため，事務所の管

轄区域を分割した作柄表示地帯（地域行政上必要な水稲の作柄表示区域として「水稲作況調

査作柄表示地帯等別市町村一覧表」について（昭和57年３月31日付け57-38）による地帯を

いう。以下同じ。）とする。

ただし，作柄表示地帯に２以上の出張所がある場合であって分割しても当該作物の作付面

積が多く，設計単位として必要標本数が確保されるときは分割して１又は２以上の出張所を

もって設計単位として差し支えない。

（ｲ）作況階層の設定

事務所長は，推計値の精度を高めるため，設計単位ごとに２～４の作況階層を次により設

定する。

なお，階層設定によって層別効果が期待できるのは，階層内ではできるだけ斉一であり，

階層間ではできるだけ異質となるような場合であり，層別効果が少ないと考えられる場合は，

強いて区分する必要はない。

ａ作況階層の設定に当たっては，１階層当たり10程度以上の単位区が抽出されるようにす

る。

ｂ設定に用いる階層分け指標は，設計単位ごとに収量の高低，年次変動，収量を規制する

条件等層別効果が期待できる指標を選択する。

ｃ作況階層分けの単位は，階層分け作業，調査結果の分析，検討及び利用等を考慮し，市

町村又は旧市町村（以下「市町村等」という。）の区域とする。

イ標本数の算出及び配分

け）目標精度及び標本数の算出

目標精度は，水稲については収穫量調査における先il;７J標本筆調査成績のｌＯａ当たり未調製

乾燥もみ軍の変動係数で表し，都道府県別に米の重要度により，統計情報部長が設定する。

統計情報部長は，事務所別に当該作物の１０ａ当たり収量についての調査結果が，上記の目

標精度を保持できるよう作況標本単竹区数（単位区当たり筆数を含む。以下同じ。）を算出

し，事務所長に通知する。
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（ｲ）標本筆の配分

事務所長は，統計’情報部長から通知された作況標本単位区数を，作況階屑別の作付見込み

面積に作況階層別の１０ａ当たり収量の母集団の標準偏差を乗じた積に比例して，作況階層別

に配分する。

作況階層別の１０ａ当たり収量の母集団の標準偏差は，事務所の作柄が前５ヵ年の中で中庸

な３カ年の平均を用いる。

また，２出張所以上の管轄区域にまたがって設定されている作況階層は，当該作況階層の

標本数を出張所別の作付見込み面積に比例して配分する。

事務所長は，出張所長に各作況階層別の作況標本単位区数を通知する。

ウ標本の抽出（水稲の場合）

出張所長は，単位区の中から事務所長から通知された数の作況標本単位区を，水稲の作付面

積に確率比例して抽出し，所定の数の作況標本単位区内の水稲の作付けがある筆の中から任意

系統抽出法により抽出する。その手順は，以下による。

なお，作況階層が２出張所以上の管轄区域にまたがって設定されている場合は，当該出張所

においてそれぞれ抽出して差し支えない。

（ｱ）作況標本単位区の抽出

ａ水稲の作付けのある単位区を作況階層別に分類する。ただし，この場合，作付面積調査時

までに，立毛皆無又は作付予定のない単位区は除外する。

ｂ作況階層別の単位区カード（作物統計調査母集団の編成と整備の手引（昭和55年２月20E｜

付け54統第1624号（作））のⅡの３の(1)のオの単位区カードをいう。以下同じ。）を市町村

等別に，単位区の水田面積により次表の「クラス」に分類し，各クラスごとの市町村等別単

位区数を数える。

この場合，単位区カード記載の単位が反で表示されているものは，反を１０ａに読み替える。

なお，市町村等別に分類する際の市町村等配列順は事務所長が定める。

ｃ市町村等別，クラス別に分類された単位区カード枚数を水稲作況階層別作況標本単位区抽

出表（別冊「普通作物作況調査様式（以下「作況様式」という。）第９号）に整理し，各ク

ラスごとの面積ウエートは次表のとおりとして，単位区のカード枚数の計と面積ウエートの

積を計算し，この積を妓初のクラスより累計して，作況階層別に累積和（水田面積ウエート

づき単位区数）を計算する。

この際，最初のクラスにおける積の小数位は切り上げる。

ｄ出張所別，作況階層別に割当てられた作況標本単位区数で，この累積和を除し，小数以下

を切捨てて整数とし，これを任意系統抽出の間隔数とする。
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ｅｄで求めた数と１との間の整数から，別冊「普通作物作況調査乱数表」（以下「乱数表」（

という。）を用いて，1個の整数を任意抽出し，ランダムスタートを決める．

ｆこのランダムスタートにｄで求めた間隔数を累加して，標本単位区の入るクラスを決める。

という

単位区水田面積の階級区分及びウエート表

、ａ～］５０Ｚ

【）ａ～ｌ９Ｃ

次にｆで求めた“標本単位区までの水田面積ウエートの累積和”（第１標本単位区の場合は

ランダムスタート）から，標本単位区の入ったすぐ前のクラスまでの水田面積ウエートの累積

和を差引き，それを標本単位区の当たったクラスのウエートで除し，クラス内で何番目の単位

区が標本に当たるかを決め，クラス別単位区カードのリスト中より，作況標本単位区を柚'1Ｉす

る。

(ｲ）作況標本筆の抽出

現地調査に先立ち，抽出された作況標本単位区について，筆別のリストを作成し，この筆別

リスト及び作況標本単位区の地図をもって現地を巡回し，水稲作付筆を確認して通し番号をつ

け，乱数表を用いて，作況標本筆２筆（１単位区１筆調査の事務所にあたっては１筆）を任意

系統抽出法により抽出する。

水稲作付筆のリスト作成に際しての筆配列の順序及び１筆が数枚に分かれている場合の標本

筆の取り方は，事務所長が定める。

－４４－

クラス 単位区の水田面積 ウエート クラス 単位区の水田面積 ウエート

Ａ ～１０a未満 0５ Ｈ ｌ３０ａ～150ａ未満 ７

Ｂ ｌＯａ～３０ａ〃 １ Ｉ １５０ａ～１７０ａ” ８

Ｃ ３０ａ～５０ａ〃 ２ 』 １７０ａ～ｌ９０ａ” ９

， ５０ａ～７０ａ〃 ３ Ｋ １９０ａ～２１０ａ〃 10

Ｅ ７０ａ～９０ａ〃 ４ Ｌ 210ａ～２３０ａ〃 1１

Ｆ

Ｇ

９０ａ～ｌｌＯａ〃

１１０ａ～１３０ａ〃

５

６
（
以下20ａの間

隔として同様
）



調査結果のとりまとめ

け１標本調査結果の推計

ａ平均値の計算

筆別の調査成績について，作況標本単位区内及び作況階層内は算術平均する。

設計単位内は水稲作付１m積ウエート又は水田面積ウエートで加電平均し，現務所の平均値は

水稲作付面積で加重平均する。

なお，作付面積調査時以降立毛のなくなった作況標本筆の成績も加えて推計する。

来会小矧Ｉ
ｍｈｊ

ＺＸＬ,)Ａ
ｋ－Ｉ

ただしＸ
”

、"

Ｚ………設計単位

ｊ………作況階脳

ノ………作況標本単位区

ｈ…･･･…作況標本筆

α………事務UTの設計単位区数

尺Ｌ………設計単位内作況階層数

〃〃………作況階lifi内作況標本単位区数

ｍ〃………作況標本単位区内調査作況標本筆数
ａ

ｓ．．……･事務所の標本実測調査地帯水稲作付面積（ｓ＝Ｚｓｊ）
伝Ｉ

ＳＬ………設計単位の標本実測調査地帯水稲作付面積
ＲＺａ

ｗ１………設計単位の水稲作付面積ｳｴｰﾄ又は水田面積ｳｴｰﾄ("]=211)(異W`='）
ｗ〃………作況階層の水稲作付面積ウエート又は水田面積ウエート（小数第４位まで計算

した値）

ｂ分散の計算

分散は，作況標本単位区の１０ａ当たり未調製乾燥もみ重について，下記の式により計算する。

（a）作況|階層別のＩＯａ当たり未調製乾燥もみ童の分散は，近似的に次式で排計する。

八
Ｖ

一弐LfLi茎肘耶｝
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(灘
なお

、／Ｕ ７Ｔｌｉ－

ｊｉｉＡ二１F応臺』二L-＝
ＺＸｈ/

2F．"Ｚｊ”
菫!(ヱパ順)'－４ifjrルーノ-１

ただし
が町

Ｌ………設計単位

ｚ………作況階層

ノ………作況標本位区

ノウ………作況標本筆

〃ロ………作況標層内作況標本単位区数

〃z"..……作況標本単位区内調査作況標本筆数

xl1澱.……作況標本筆の,0ａ当たり未調製乾燥もみ重

Ｘ"………作況標本単位区の平均,。ａ当たり未調製乾燥もみ重

ｘＩＵ………作況階層の平均,。ａ当たり未調製乾燥もみ重

ｗ………作況階層の分散

化）事務所段階における分散の推定

淵上,け,
’口－－

Ｖ(X）＝＝

α………事務所の設計単位数

尺』………設計単位内作況階層数
Ｒ↓ｄ

ＷＵ………設計単位の水稲作付面積ウエート又は水田面積ウエート（Ｗ二=ＺＷ）ｃＷｉ==1）
」ｊ－１ｉ＝１

Ｗｉｌｌ………作況階層の水稲作付面積ウエート又は水田面積ウエート（ﾉ｣､数第４位まで計
算した値）

ｓ………事務所の標本調査地帯水稲作付面積(s=ｉｓｊ
Ｉ＝１

８J･･･……設計単位の標本調査地帯水稲作付面積

に）変動係数（実績精度）の計算

上記により計算された分散に基づいて，事務所の１０ａ当たり未調製乾燥もみ重について標本平均

値の標準偏差｛。(X)）を算出し，変動係数（実績精度）を次式により計算する。

ひ(Ｘ）

c・レーーフ7-×,ＣＯただし。,刀=ノー雨一

Ｘ………事務所の１０ａ当たり未調製乾燥もみ童の平均値
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Ⅱ園芸統計

青果物集出荷機構調査

青果物集出荷機構調査は，青果物の流通機構のなかで重要な役割を果している産地段階に

おける流通機構の機能，特に，集出荷団体について共販体制の現状等を明らかにすることに

より青果物に関する各種流通改善対策のための基礎資料を作成することを目的として実施し

ています。

調査は，青果物を産地から卸売市場等へ出荷する全国の農協，任意組合等の集出荷団体，

及び集出荷業者等を対象とし，主要青果物の品目別に都道付県別の組織数とその取扱量，共

|可出荷形態別集出荷団体数，集出荷団体等における集出荷施設等の装備状況等を資料収集，

面接調査等の方法によりとりまとめます。

この結果は，「青果物集出荷機構調査結果」（速報）として概要を公表するほか，「青果

物集出荷機構調査報告」として報告書に編成し公表しています。

青果物流通経費調査

この調査は，青果物の生産者から消費者に至る各流通段階ごとに，それぞれ販売に要する

諸経費の実態を把握することにより青果物に関する各種流通改善対策及び価格安定対策のた

めの基礎資料･を作成することを目的として実施しています。

調査は，青果物集出荷経費調査と青果物仲卸経費調査，小売経費調査があります□

青果物集出荷経費調査は，産地段階の調査であって主要青果物の主産地に所在する集出荷

団体を対･象に，品目の季節区分（果樹は品種区分）ごとに[１１位当たりの包装材料費，労働費，

減価償却費，資本利子，その他の経費等の必要経費のほか，併せて生産者受取価格を面接調

査し，調査対象となった集出荷団体を単･位にとりまとめます。

この結果は，「青果物集出荷経費調査概襲」（速報）として公表するほか，「青果物流通

経費調査報告」として報告:書に編成し公表しています。

青果物仲卸・小売経費調査は，消費地段階の調査で，全国の主要都市に所在する青果物の

仲卸業者及び小売業者を対象に，それぞれの店舗において野菜類，果実類の仕人方法と仕入

金額，販売諸経費（市場使用料，支払地代，家賃等)，固定資産，労経費，売上金額等を資

料収集，面接調査により店舗単位にとりまとめます。これらの調査結果から全国平均値を
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算出し，これを，前記の青果物集出荷経費調査経費を併せて「青果物流通経費調査報告」と

して報告書に編成し公表しています。

野菜作農家意向調査

この調査は，主要野菜についてその主産県における当該野菜販売農家を対象に当該野菜に

ついて生産の現況や今後の生産意向を調査するものですが，このほかその時点，時点で関心

のある連作の実態，省エネルギー対策の実施状況等を調査し，農政の円滑な推進のための延

礎資料を作成することを'二|的として実施しています．

調査は，調査対象ILlI11llBllに出荷量の多いおおむね１０都道付県の当該野菜販売農家に対してｂ

当該野菜作の現況，当該野菜作に関する農家の作対の意向，農家の当該野菜に関する経営改

善に関する意向等を中心に郵送調査の方法によりとりまとめます。

この結果は，「野菜作農家意向調査Nil告」として報告２ｉｌｆに編成し公表しています。

青果物生産出荷統計調査

青果物生産出荷統計調査は，生産及び集出荷段階の洲査で，野菜生産１１１荷統計調杳と果樹

生産出荷統計調査に大別され，次のような内容となっています。

(1)野菜生産出荷統計調査

野菜生産出荷統箭|洲･資は，「予想調査」と「実績i凋査」の２種類に大別されます。このう

ち，予想調査は「産地動向」「季節予想」「月別予想」に区分されます。

ア．予想調査

予想調査は，だいとん，キャベツ，きゅうり，トマト等主要野菜l61Ijll1目について，作付

（予定）面積や予想収穫量，出荷予想（予定）量等を，作付前及び生育期など早い時期に把

握することにより，需要計画の作成，生産出荷の調整，価格の安定等に役立つよう品Ｈ別，

季節区分別に全国出荷量（主に生食１月）のおおむね８割を占めるまでの｣二位主産県を対象と

して主産県ごとにまた主産県内の花婆産地ごとに調査しています。

（ア)．産地助向1jiM査

この調査は，主産県の作付予定（計両）及び出荷予定（計画）等の動向を早期に把握して

生産の方向づけ及び供給の誘導を行いもって需給の調整及び価格の安定を図るための基礎資

料を作成することをⅡ的として調奇を実施しています。
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調査は，’よ種２カ月前又は出荷開始の４カ月前に作付予定面積，出荷予定量，増減理由等

を集出荷団体や農家等に対する面接調査等の方法でとりまとめます。

この結果は，各111｢'１月，季節区分毎に「野菜の作付予定面積及び出荷予定|Tlの動'6]」として

速報により公表するほか，「季節予想」「月別予想」と同様に生鮮食料品流迦情報サービス

事業の一還として「)>臆地情報」の名称で関係機関や一般利１１１者へ提供しています。

（イ）．季節/けrllI付予想調査

との調査は，野菜の主要品目の各季節区分について作付が開始され収稚職が把握できる段

階で，主産県と主雌UTL内の主産地ごとの作付面積，１０α当たり収Ｉｌｆ，収種瞳等の状況を早期

に調査して，需要に即応した１１}荷の量的，時期的調幣等を図り，もって野菜の価格安定に資

するための基礎資料を作成することを目的として調査を実施しています。

調査は，作付直後又は出荷開始１カ月前に、作付面積，１０α当たり収賊，予想収穫量，生

育概況，出荷予想{ｉｔ（主要仕向先別，時期別）等を集出荷団体等に対する面積調査，作柄及

び栽培状況を把握するための現地巡に|凋査，一定のほ場で野菜の生育状況を実測追跡する基

準筆調査などの洲介手法を鼎１１合せて行います。

この結果は，各'１１，１，１|，季節区分毎に「野菜の生産出荷予想」（情報）として公表します。

（ウ）．）]別に|擁Ⅱ}荷予想調査

との調査は，季節JLlZ厳出荷予想調査対象品目（各季節区分）のうち，特に頑要な野菜につ

いて，出荷期間[１１の二1当要な月に，主産県と主産県内の主産地ごとの作付liii穂，10α当たり収

量，予想収穫|A，出荷予想量の変化と翌月の出荷予想量等を把握して，濡要に即応した出荷

の合理化，計lIlii化を|叉|り価格安定に資するための基礎資料を作成することをI1的として実施

しています。

調査は，予想収種量，出荷予想量，出荷進捗率及び翌月の出荷予想賊等の調査項目につい

て季節生産出荷予想調査と同様の方法でとりまとめます。

この調査の結果は，各品目，季節区分毎に「野菜月別生産出荷予想」（情報）として公表

します。

イ．実積調査

実積凋査は，予想調査対象の16品目のほか，さやえんどう，やまのいもなど12品目を加え

た合計28品lZlについて，作付･面積，収稚量，出荷量等を露地，施投IIjllに綱,h卜して，１{要野菜

の乍産対･策，Ｍ１;給[凋幣，流迦改善対策，価格対策等に関するし|，、長１０]的な各禰行政,施策のほ

か，国民所得の算定，産業連関表作成等に関する基礎資料の作成をⅡ的として実施していま

す。

調査は，調査品'’ごとに当該品目を生産出荷する全都道付県を対象に収穫期及び出荷期間
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中の毎月又は出荷終了後に，作付面積，１０α当たり収量，収穫量，作付・作柄概況，出荷量，

用途別・時期別・仕向先別出荷量，出荷動向等を季節生産出荷予想調査と同一の調査手法に

より取りまとめるほか，予想調査の対象16品目については季節区分別に予想調査の対象と

なった主産県と主産県内の主産地ごとにとりまとめています。また，指定野菜（野菜生産出

荷安定法に示す主要な野菜）については野菜指定産地別（野菜生産出荷安定法により指定さ

れた主要な野菜産地）の野菜生産出荷統計を作成しています。

この結果は，速報として公表するほか「野菜生産出荷統計」として報告書に編成し公表し

ています。

(2)果樹生産出荷統計調査

果樹生産出荷統計調査は，「予想調査」と「実積調査」に大別されます。このうち，予想

調査は「みかん開花状況」と「季節予想」に区分されます。

ア．予想調査

（ア)．みかん開花状況調査

みかん開花状況調査は，みかんの開花期に着花状況等を調査して，生産出荷等対策のため

の基礎資料を作成することを目的として実施しています。

調査は，みかんの開花最盛期にみかん主産県を対象に,品種別に開花期の遅速，有葉花等

の看花数及び旧葉の看葉状況等をみかん基準等調査を中心に集出荷団体，果樹試験場，学識

経験者等に対する1m接調査等の方法でとりまとめます。

この結果は，「みかんの開花状況」（情報）として編成し公表しています｡

（イ）．季節/'二産出荷予想調査

季節生産出荷予想調査は，みかん，りんご，ぶどう等主要果樹７品目について，収穫・出

荷開始前及び出荷期間中に主産県を対象として品目，品種ごとの結果樹面積，１０α当たり予

想収量，予想収稚1,1,出荷予想量等を調査しその結果から需要に即応した出荷の量的，時

期調整に資するための基礎資料を作成することをＵ的として実施しています。

調査は，収穫．出荷開始１～２カ月前に品種別の結果樹１，積，１０α】l1たり予想収量，予想

収穫量，生育概況，出荷予想量（主要仕向先別・時期別）等を果樹基準等調査，現地巡回調

査及び集出荷団体等に対する[､接調査等により調査対象県を単位としてとりまとめるほか，

その結果から推計により全国値をとりまとめます。

この結果は，各品目の「生産出荷予想」（速報）により公表するほか，野菜とlij]様に生鮮

食料品流通Ｉ情報サービス事業の－還として「産地情報」の名称で関係機関や一般利用者へ提

供しています。
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イ．実積調査

実積調査は，予想調査対象の７品目のほか，はっさ〈，いよかん等９品目を加えた16品目

について結果果樹iili積，収穫量，出荷量等を調査して，主要果樹の生産対策，需給調整，流

通改善対･策，価格対策等に関する中・長期的な各種行政施策のほか１１１民所得の算定，産業連

関表作成等に関する基礎資料の作成を目的として実施しています。

調査は，調査｢[１，１１'１，品種別ごとに全都道府県を対象に収穫期又は{||荷終了後に結果樹面積，

10α当たり収愚，収櫻慰，作柄概況，出荷量，用途別・時期別・(=11可先別出荷量，出荷動向

等を季節生産出荷予想調査と同一の調査手法によりとりまとめています。

この結果は，品目別に速報として公表するほか「果樹生産出荷統計」として報告書に編成し

公表しています。

果樹共済基準筆調査

この調査はⅢ農業災害補償制度の－還である果樹共済制度における損害認定に必要な基礎

資料を作成することを目的として実施しています。

調査は，果樹廠類等別共済引受農家の引受園地に設定した共済1K準篭を対象に10α÷l1たり

収量等について，実地iiIllI背によりとりまとめます。

この結果は，IJR|が行う損害認定に必要な基礎資料を作成することにありますので公表は行っ

ていません。

野菜種子生産統計調査

野菜種子生産統計調査は主要野菜について種子の生産状況を把握することにより新品種の

育成，優良種子の安定的供給の確保，及び流通の適正化等を円柵に推進するための各種行政

施策の基礎資料を整備することを目的として実施しています。

調査は，主要野菜30,6,11日について一般採種を行った生産組合，繍萠会社の採種農場，及び

採種農家等を対象に品目別に採種面積，採種量等を面接調査によりとりまとめます。

この結果は，全l｣;1ｲll1Iのみについて「野菜棒子生産統計iiMil査報告」として＃'1杵7'｝にjliliii成し公表

しています。
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青果物加エ場調査

青果物加工場調査は，青果物加工場を対象として原料仕入及び仕向けの実態を明らかにす

ることにより加工原料用青果物の生産対策及び需給安定対策並びに青果物を原料とする加工

業の振興等に関する各種行政施策のための基礎資料を作成することをIlrl<]として実施してい

ます。

調査は,前年度1カ年間における操業月平均常雇４人以上であって青果物の加工が主であ

り，また青果物を主たる原料として青果物加工食品（中間加工品を含む）を製造している青

果物加工場を対象に野菜はだいこん等17品目，果実はみかん等７品[|についてそれぞれのＩＨＩ

料仕人量等を面接調査によりとりまとめます。

調査項目は，経営組織，従業員数，青果物の主たる加工種類，製造品名，操業期間等の加

工場の概要のほか，前年度の仕入先別原料仕人量，）]Bll原料仕人量，産地仕人の取引先別原

料仕人員等のほか，本年度における原料仕人計画量等となっています。

調査は毎年４)]に実施し，加工場別の結果をそれぞれ都道府県単位にとりまとめたうえそ

の結果は「青果物加工場調査結果｣(速報）として概要を公表するほか「青果物加工場報告」

として報告書に編成し公表しています。

青果物卸売市場調査

青果物卸売市場調査は，全国の青果物卸売市場における青果物の卸売数?愚及び価額ⅢIilli格

をﾙﾘ沓して，青果物の流通改善対策及び価格安定対策等の各種行政施策のための基礎資料を

作成することを目的として実施しています。調査は，「青果物市況調査」「青果物卸売総括

調査」「青果物産地別入荷量調査」「青果物年間取扱高調査」に大別されます。なお，「青

果物市況調査」は別'１，iiで説明されていますので以下の説明は省略します。

(1)青果物卸売総括調査

Ｔ17果物卸売総括調査は，全国の主要都市である１類都市（人口100万人以上11都市)，２類

都市（人口20万人以上，100万人未満の67都市）を対`象にその都市ごとに青果物の卸売数１１１，

卸売価額，及び卸売Illi格をとりまとめます。

調査は,１類都市及び２類都市にある青果物卸売市場内の青果物卸売会社を調査客体とし，

卸売会社に毎Ｈ入荷した青果物について品目（品種）別にその卸売数:愚’卸売価額，卸売価

格を，卸売会社の|乳Ｉ係渚I帳簿の閲覧，関係者に対する|iii接調査により旬ＩＩｌｌ，月別，年ＩＩＩ１をtli

－５２－



位としてとりまとめます。

この結果は，「青果物流通統計旬報概報｣，「青果物流通統計旬報｣，「青果物流通統計月報｣，

「青果物流通統計年報」として報告書に編成し公表しています。なお旬報についてはその内

容の一部を「卸売総括情報」の名称で生鮮食料品流通情報サービスの一環として関係機関や

一般利用者へ提供しています□

(2)青果物産地別入荷量調査

青果物産地別人荷電調査は，全国の１類，２類，及び３類都市（人１１５万人以上，２０万人

未満の150都市）における青果物卸売市場及び全農生鮮食料品集配センター（以下「集配セ

ンター」という）で取り扱った青果物について品目（１hh種)別卸売数量,卸売価額等を産地府

県別にとりまとめます。この結果は，消費都市と供給産地県との連関を明らかにするほか調

査結果を産地県別にとりまとめその結果を産地該当県事務所に速やかに還元（産地もどし）

し，産地段階において別途把握する出荷量と照合検討することにより青果物生産出荷統計調

査の精度向上にも資しています。

調査は，１類都市，２類都市及び３類都市にある青果物卸売市場内の青果物卸売会社及び

集配センターを調査客体とし，卸売会社，集配センターに毎日入荷された青果物を品目別に

。直接入荷(産地府県別）○転送入荷(転送元市場別）○集配センターからの人荷（集配セン

ター別）○輪人別に区分したうえ，その卸売数量，卸売価額を卸売会社，集配センターの関

係諸帳簿の閲覧，関係者への面接調査により１類都市及び２類都市は旬別，３類都市及び集

配センターは月別にとりまとめています。

取りまとめた調査結果は「青果物産地別卸売市場別統計」として編集していますが，現在

公表しておりません。

(3)青果物年間取扱高調査

青果物年間取扱高調査は，１～３類都Tl丁で実施する青果物産地別入荷量調査の対象となる

青果物卸売会社以外で１～３類都市に所在する青果物卸売会社と１～３類都市以外のその他

都市569都市（町村を含む）に所在する青果物卸売会社について年間の卸売数量と卸売価額

を調査し，前記(1)，(2)，の凋査結果と合わせ，全国の青果物卸売市場における総卸売数量，

卸売価額をとりまとめます。

調査は，各卸売会社ごとに，年間の品目（品種)別に○直接人荷(産地府県別）○転送入荷

(転送元市場別）別の卸売数量，卸売価額を卸売会社の関係諸帳簿の閲覧，関係者に対する

面接調査によりとりまとめたうえ前述の(1)青果物卸売総括調査結果，（21青果物産地別入荷畠
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調査結果とを合わせて青果物の品目（品種）別総卸売数量，却売金額をとりまとめます。

この取りまとめた調査結果については，「青果物卸売市場調査の概要」（速報)として公

表するほか，「青果物卸売市場調査報告」として報告書に編成し公表しています。

(4)青果物価格調査

青果物価格洲査は，東京など全国１１都市を対象として青果物の主要品目について流通段

階別の価格水準の動向を調査とりまとめています。

調査は，東京都，横浜市，大阪市等11大都市を調査対象都市とし，各調査対象都市内の中

央卸売市場にある代表的な卸売会社，及びその卸売会社から荷引きしている仲卸会社，（但

し，輸入果実のみ）小売店をそれぞれ有意に選定して調査客体とし，価格安定対策上及び流

通改善対策上重要な野菜２３，果実３２品目，品種（産地銘柄，品種規格はできるだけ固定）

の１ｌｂg当たり標準売値（卸売価格，仲卸価格，小売価格）を関係諸帳簿の閲覧，関係者への

面接調査により毎日とりまとめます。

この結果は「青果物流通統計旬報」に「流通段階別価格水準の動向」として併載し公表し

ています。

青果物流通段階別価格形成追跡調査

この調査は，青果物の出荷から小売に至る各流通段階別の価格形成の実態を把握し，青果

物の流通改善対策及び価格安定対策等の各種の行政施策のための基礎資料を作成することを

目的として実施しています。

調査は，調査品Ｈについてあらかじめ調査日（毎年11月１５日を含む週の水曜日）を定め，

その時点に多く出荷される品目ごとの特定産地の特定荷口について，小売店から仲卸，卸売，

産地へと順次追跡することによって各流通段階における価格形成の実態を把握することとし

ています。調査は，消費地段階として東京都区部及び大阪市の２都市を対象にiihj都市で実施

している「青果物価格調杏」の対象小売店を対象とし，調査当日に仕入れた調査対象品目

(野菜はだいこん，キャベツ等主要野菜８品目，果実はみかん，りんごの２品目）の仕入れ

状況と店頭表示価格を１，接調査によりとりまとめます。次に，小売店に調査対象荷口を仲卸

した仲卸業者を対象とし小売店で調査した品目の特定荷口の仕人状況とｲ[Ｉ１ｆｌ]IUi格を面接調査

及び関係諸帳簿の閲覧等の方法により調査します。。次にそれらの小売店及び仲卸業者に調

査対象荷口を卸売した中央卸売市場の卸売会社を対象にすでに調沓した小売店及び仲卸業者

で調査した品目の特定荷口の上場の状況及び卸売価格を面接調査及び関係諸帳簿の閲質等の
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方法によりとりまとめます。消費地段階の調査が終れば次に産地段階調査に移行します。す

なわち消費地段階で確定した特定荷口を出荷した集出荷団体を調査対象に選定し，その集出

荷団体から特定荷口について出荷の概要，生産者受取価格及び集出荷経費を面接調査及び関

係諸帳簿の閲覧等によりとりまとめます。

この結果は，「青果物流通段階別価格形成追跡調査報告」として報告書に編成し公表して

います。

工芸農作物調査

工芸農作物調査は，茶Ⅲなたね，さとうきび等工芸農作物の生産に関する実態を明らかに

することにより生産振興，価格の安定，需給計画の策定に資するほか，「大豆・なたね交付

金暫定措置法｣，「砂糖の価格安定等に関する法律」等による買入価格の算定や「農業災害補

償法」に基づく災害補償等各種行政施策のための基礎資料を作成することを目的として実施

しています。

調査は，各工芸農作物の特'性にあわせて設計しております。これをなたね|と例にとります

と，なたね収量調査は，「予想収穫量調査」と「収穫量調査」の２種類があり，予想収穫量

調査は，主産県の青森県，鹿児島県の２県を対象に〆作付面積，１０α当たり予想収量，予想

収穫量，生育概況等を基準筆調査，現地巡回調査及び関係機関等に対薑する面接調査によりと

りまとめます。また収穫量調査は，全国のなたね栽培県を対象に，予想収穫量調査と同様の

調査項目について同一の調査方法により実施しています。これらの調査結果のうち，なたれ

のみは，「なたれの作付面積及び予想収穫量」（速報)によりその概要を公表するとともに，

また別になたれを含む調査対象の工芸農作物の調査結果を「工芸農作物統計」として報告書

に編集し公表しています。

花き統計調査

花き統計調査は，花きの生産及び出荷の実態を把握することにより，花きの生産振興，需

給対策，流通合理化対策等の各種行政施策のための基礎資料を作成することを目的として実

施しています。

調査は,生産出荷量調査と産地機構調査の２種類があります。

生産出荷量調査は，花き類を栽培する都道府県を対象に切り花類，球根類，鉢もの類，花

壇用苗もの類ごとにその類の主要な花きを対象に，品１Jごとに栽培農家数，作付面積，収
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穫面積，出荷量等を花きの集出荷団体，集出荷業者，栽培農家等への面接調査及び出張所職

員による現地巡回調査などの方法によりとりまとめます｡この結果は「花きの作付（収腱）

面積及び出荷量」（速報）によりその概要を公表するほか，「花き統計年報」として報告苫

を編集し公表しています。

産地機櫛調査は，花き生産の主産県を調査対象とし，産地段階における流通機構の機能，

特に集出荷１，t1体について共販体制の現状を明らかにするため，集出荷団体，集出荷業者等を

対象に集出荷組織数集出荷対象農家数，集出荷範IjIM，作付（栽培）面積，出荷金額，団体の

保有する施設，品種の統一，選花,選】|]の方法及び｣1準，共同'ljili送，出荷先の決定等'１１荷状

況を面接調査の方法によりとりまとめます。この結果は「花き統計年報」として報告書に編

集し公表しています。

養蚕調査

養蚕調jilfは，繭の収IiIM愚，被害Ｍ:等養蚕の生llr実態を明らかにすることにより繭及び生糸

の需給調整，繭糸の価格安定，繭生産に関する技術指導，養蚕農家の経営改善等のための施

策及び災害対策や「農業災害補償法」による蚕繭共済事業等，各種の行政施策等の基礎資料

を作成することを目的として調齋を実施しています。

調査は，予想収繭量調査，収繭量調査，被害定期調査，被害応急調査，及び減収調査の５

種類があります。

予想収繭最調査は，蚕期別に養蚕主産県の主産117町村のなかから標本市１１１７村を選定し，標

本市町村内の飼育予定農家数，予定掃立卵量，予想収繭量等について，その市町村内にある

養蚕業に関する機関，農協などの関係機関における繭生産のIliillj者等に対する面接調査及び

市町村内の養蚕農家に対する実施調査及び市町村内の養蚕農家に対する実施調査によりとり

まとめたうえ，その標本市町村調査値を基礎として県計値を推計してとりまとめます。

収繭量肌Iil査及び被窯定期調査は，邪府県ごとに桑園のあるTITlllJ村及び養蚕農家のある''7町

村の全てを対象とし，その市町村の桑樹栽培面積，年間，各蚕期別養蚕農家数及び年間掃立

卵量，規模別養蚕農家数，掃立卵量，収繭量，被害量等について，その市町村内にある養蚕

業に関する機関，農協等の関係機関における繭６１ｮ産の精通者等に対する面接凋査及び市ⅢJ村

内の養蚕農家に対する実施調査によりとりまとめますが，このほか養蚕主産県においては標

本養蚕農家を対象とした面接調査，実測調査等により掃立卵鼠，収繭量，箱当たり収繭|武等

を把握し，県結果を樅計してとりまとめています。

被害応急調査は，風水害，降霜，降蜜等により大きな被害が発生した場合，職員が被害の
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発生した桑園や養蚕農家などを対象として現地見回り調査を行なうほか，関係機関の精通者

等から各種被害情報を収集するなどにより，桑樹及び蚕児の被害程度をとりまとめます。

減収調査は，各蚕期別に異常災害と認められる災害が発生し，かつ「農業災害補償法」で

定められた被害２割超過の養蚕農家の中から標本農家を選定し，その標本農家を対象に，共

済被害箱数，減収量等を面接調査によりとりまとめます。

これらの結果（減収調査を除く）は，各蚕期の「予想収繭量」（速報）により公表するほ

力〕「養蚕統計年報」として報告書に編成し公表しています。
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＜討論＞

北川：園芸作物の英語訳はどうなっているのでしょうか。野菜はクロップで良いのでしょう

か。

中西：そうだ．と思います。昔はマイナー・クロップと言っていました。しかし海外研修生の

テキストでは，園芸統計はHbrticuJmrロノSmtistics，野菜はＶ宅eta6Jesとし

ています。

喜多：園芸統計調査に養蚕が入っていますが，養蚕は桑園だから入れたということですか。

中西：園芸統計課が発足するまでは農林統計課で調査していました。

喜多：そうですね。園芸に養蚕が入っているのは妙な気がするのですが。

中西：昭和47年に園芸統計課が設定される際に，養蚕調査は園芸統計課が所管するというこ

とになりました。従って園芸統計課で行う統計調査は圃芸農作物・養蚕とされ，以降現在

迄行っています。

北川：花の場合もクロップになりますか。

中西：海外研修生テキストではFYoujermgPJα"ｔとしています。

北)Ⅱ：果樹，果物についての使い分けはしているのですか。

中西：そうです。流通を担当する卸売市場，小売等関係者の方と私どもの青果物生産出荷統

計調査で11]いている定義は少し違います。私どもの青果物生産出荷統計調査では果樹です

が，市場サイドは果実です。私どもの野菜のうち果実的野菜はilj｢場サイドは全て果実です。

例えばメロン，いちご，すいかなどです。したがって私どもも果実と果樹の使い分けをし

ており，青果物卸売市場調査では流通にあわせ果実的野菜を含め果実として調査していま

す。

田路：ばれいしょはヨーロッパではかっては主食だったのですが，むこうでも答通はベジタ

ブルの中に入っているのでしょうか。

中西：言うのを忘れましたが，私どもの調査ではばれいしょは例外で，ULi積，収穫量までは

作物統計課の主管で園芸統計課は出荷鼠の調査だけなのです。しかし，野菜行政ではばれ

いょは指定野菜に入れており種々の施策が講じられています。ばれいしょについては海外

研修生のテキストではベジタブルのなかに含めています。

田路：当然，穀物には入りませんね。

中西：そうです。

森：指定野菜と非指定野菜の区別はしていますか。生産総量などで決めているのですか。

中西：法律（野菜生産出荷安定法）で決めていまして，野菜のなかから国民の消費生活のな
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かで主要な野菜を指定し指定野菜といっています。主要な野菜の品目を決めた経緯は申し

上げられませんが，野菜のなかで作付面積，収穫量，出荷量等からみてウェイトの高い品

目となっており，それらにはすいか，いちご，メロン等の嗜好品的なものは含まれていま

せん。

森：ということは，主な副食品になるものですね。

中西：そうです。

森：特に指定しているということは，これらについては生産調整を積極的に行なうという

意味なのですか。

中西：14品目を対･象として需要量に見合った出荷量が確保される施策が行なわれることです。

消費者の皆さん方がそれほど高い値段で買わなくても良いような生産が行なわれるという

ねらいから，生産振興の事業が第１となっています。もう1つは指定消費地域に十分な出

荷量が確保されることをねらいとして需給計画，生産指導，出荷調整等事業が行なわれて

います。また，野菜生産出荷安定法では指定野菜のうち，特に，１而要な品目については重

要野菜とし，野菜行政では特に重点をおいた施策が講じられています。重要野菜需給調整

特別事業はこの重要な野菜（キャベツ，たまねぎ，秋冬はくさい，秋冬だいこんの４品目

６季節区分）が中心になっています。指定野菜については生産者販売価格が基準価格以下

に下落しますと価格差交付金により補填されることになっていますが，この制度では指定

野菜以外の野菜（特定野菜という）も対象とされています。

森：よくテレビなどに，白菜などを産地で処分している光景を見ますが，あれは重要野菜

だからでそれに属さないものについては過剰生産の場合でも産地調整はしないのですね。

中西：そうです。’p要野菜需給調終特別事業の対象野菜のみ産地調整，産地廃棄等を行って

おります。産地で自主的に廃棄するものはこの特別事業とは別です。

森：白菜の場合今年はキ□当り11円の補助金が出るとかいうことですが。

中西：卸売価格が１キロ当たり20～30円に迄下がりますとこの価格では出荷に用いられるダ

ンボール箱代にもなりませんからね。当然交付金が支出されます。

森：現実には,それを下回っていたように思います。i重要野菜だからということですね。

中西：重要野菜については強制的とまではいきませんが，行政指導で作らせているからです。

具体的には都｢１J消費者の需要鼓に見合う生産量を確保できるよう作付計画の段階から指導

し，消費者に安定的に供給できるような行政施策を講じています。この特別事業が実施さ

れてからは野菜価格は比較的安定しております。しかし，その安定は最近では低位水準で

の安定となっているようです。

田路：需給調整の'1標ですが，今の指定野菜などでは農家に指示価格の範ｌｊｔｌ内である程度生
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産を奨励し，消費者に対し十分な量を確保することが主眼とされるのに対し，りんごやみ

かんではどちらかといえば生産者保護が主眼であると見受けられ，品目により需給調整の

目的違うように思うのですが，いかがですか。

中西：今ロは行政施策の資料をもってきていませんので個人的な見解でお答えしますが，果

樹の場合は，最近における果実価格の長期低迷傾向を反映して生産者向けの施策が中心と

なっているようです。果樹は果実が収穫できる迄に長期間の育成年数が必要となりますし，

且つ，育成迄に多額の育成費用の投下が必要となりますので，近年のように長期的な価格

低迷傾向が続きますと果樹農家の経営に非常に大きな影響を与えており関係者を憂慮させ

ています。また，オレンジ等の自由化の推進等があり，これらが果樹生産に一層の打撃を

加えております。従って行政指導も比較的に生産者中心とみられます。また，養蚕，工芸

作物等も，生産者対策が中心と思います。野菜も果樹と同様に生産対策にも力を入れてい

ます。しかし一方では，消費者の必要量を満たし，且つ，小売価格の安定ということがご

ざいますので消費者対策にも相当気を使った施策が行われています。

伊藤：都市への人口集中という話が出ていましたがそれに対応して調査を詳細化していった

という経過があるのですか，それともそれ以前からそうだ．ったのですか。

中西：私どもの調査には昔からやっていたものと新しいものがあります。野菜・果樹のよう

な場合も作付，栽培面積，収穫量のような生産部門の統計は古くⅢ一方それに接続する出

荷量や青果物卸売市場調査等流通統計調査は比較的新しいものです。新しい調査ができて

きたのは，昭和30年代後半からの経済の高成長で都市へ人口が集中しましたが，当時は青

果物卸売市場の整備が遅れていたことJ更に一般消費家庭の所得の増加に対応した野菜・果

実等の消費需要の増加傾向から生鮮食料品の価格が大きな変動を示しておりました。そ

のような経過を経て昭和38年７月に「生鮮食料品流通改善対策要綱」が閣議決定されこれ

に基づき出荷，市況・市場調査等生鮮食料品の流通統計調斉が発足しました。一方で当時

統計審議会において，官公庁の統計のＩＩＪでは特に流通に関するものが整備されていないと

いうことで，議論され，そのなかで青果物の流通統計調査の実施が要望されており，それ

も流通統計調査発足の大きな要因となっています。さらに昭和47年に園芸統計課が設置

され，本格的な園芸農作物調査として現行統計調査に拡充整備されました。

森：今の質問と関係しますが，多くの品目に統計の網をかけ，また生産の見通しから実|際

の生産把握，流通という各段階をふまえて統計が完成するようになっていますが，園芸統

計で例えば流通過程の中など調査網の弱点となっているようなものはあるのでしょうか。

中西：抜けているところといいますか，やりたい調査はあります。例えば，青果物の流通を

おさえているといいましても青果物卸売市場調査は，市場を通った青果物が調査対象になっ
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ており，市場外の流通量はおさえていません。

森：具体的にはどういうことですか。

中西：青果物の朧地から消費者への直送がどれた゛けあるか，例えばスーパー等では産地から

の直接仕人をするなど卸売市場での取引きをしていますが，この]ｌｉｌＴＩｒでは’調査対象外と

なっており，肌'ilfiの穴となっていますので調査をしてほしいという|矧係者のjlIfが強く，懸

案事項と思っています。

伊藤：パーセンテージは増えているのですか。

中西：わかりませんね。スーパーの産地からの直接買いはある程度増加する傾向にあるよう

ですね。全農,'と〔配センターの取り扱い分は調査対象となっています。また，九州・北海道

など地域によっては生協が取扱う市場外流通もその地域の流通戯からみてかなりのシェア

をもっているようですが青果物卸売市場調査では把握していません。

山田：そういうところは農協と関係なしに農家が直接やっているのですか。

中西：農家ばかりでなく農協等の対応も多いようです。

山田：農協を迦せばある程度わかるのですね。

中西：そうです。生産出荷統計調査では総量からみた出荷量は把捉しています。しかし，そ

の内訳としてIti場外の流通量がどの位あるかは統計表象はしておりません。

森：例えばスーパーが巨峰を契約農家から,頁接輸送してきたときには，それは流通統計に

は入ってこないのですね。

中西：卸売｢'７場Ｉ淵資には入ってきませんが，生産出荷統計調行では入っています。しかし，

どういう過程で流れているかはおさえていません。ですから流通統計の体系の中では欲し

いと思います。

森：調査品１１についてですが，例えばシェアの大きいものでとらえられていないものがあ

るのでしょうか。

中西：野菜は産出荷統計調査の対象品目数は28品目ですが，これらは１１１１横，収穫量，出荷量

からみて全てシェアの大きなものです。最近，中国野菜など新しい野菜や果実が出てきま

したね。

森：キウィフルーツみたいなものですね。

中西：そうです”それは私どもの調査では対象外ですが行政部lMjが各'1,1:庁に依瓶してシェア

の比較的小さな,'１，１,'二|について表式調査という形で統計を作っています．しかし，私どもで

調査している品目についても面積が逐次減少しているものもあり，また行政部局における

表式調査品目の中でi勅Ⅱしているものもありますので，青果物生'に出荷統計調査の対象品

目については絶えず見直しが必要であると考えております。
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森：農産物の貿易についての統計は農水省で調査しておいでですか。

中西：税関を通った分については大蔵省の「日本貿易月報」があります。

山田：日本が輸出している農産物についてはありますか。

中西：あります。

山田：輪ｌｌ－ｌはどんなものですか。

中西：果実ではみかん，なし等，野菜はたまねぎ，トマト，にんにく，わさび，だいこん，

乾燥だいこん等です。たまねぎは輸入もしています。

伊藤：絶えず作物が新しい品種に変わることにかかわってですが，最終的には個別農家が決

定するのでしょうがいろいろな指導をされますね。どのように個別農家を指導するのでしょ

うか。

中西：昭和56年から野菜種子生産量の調査を始めました際に研究調査として野菜種子の流通

の実態を実施しましたが，そのなかで野菜生産農家の種子購入方法等をアンケート形式で

調査しました。その結果をみると個々の農家の品目，品種の選択については，大部分は集

落，農協で奨励しているものになっています。その場合，農協の技術者，県改良普及員等

の指導も大きな影響を与えているようです。次に，種苗会社の売り込みもありますし，卸

売市場の荷受け会社が奨励したものもあります。

伊藤：これまでの詳しい統計を見ながら農家は判断するし，それを意ｌｆ１Ｉ凋査でi凋くるという

相互関係の中で農家が最終的に決定するという経過でしょうか。

中西：農家が品目，品種を決める際に統計をどこまで利用されているかは私どもにはわかり

ません。私達の統計が公表されますと大体新聞に掲載されますので，絶えず新聞を注意深

く読んでいる方や，私共の出先機関（各県に設置してある統計情報鞭務所，出張所等）に

問い合わせるような熱心な農家は相当の情報を人手されているようです。現在ではおそら

く種苗会社の売込み，市場関係者からの情報提供，指導等が大きいと思います。それらの

アクションがあって，農協の技術指導員や改良瞥及員等の指導で決めるものと思います。

野菜品種の変遷はすさまじいものがありますね。

山田：農水省の試験場は品種改良についてどうですか。

中西：野菜の種子については新品種の開発は種苗会社が中心に行っています。

森：野菜種子生産等統計調査の調査項目に採種農家数とありますが，この中には事業体も

入っているのでしょうか。

中西：この調査は一般採種だけを対象に調査しており，会社等事業体も含まれます。しかし，

報告書では種苗会社の農場での一般採種分は掲載していません。

森：企業がやっているのは全く入っていないのですか。
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中西：原種の種子は調査対象にはしていません。種苗会社の農場の一般採種の分は調査して

います。

田路：原種とは何ですか。

中西：野菜生産農家に種子として売却される種子の生産を一般採種の種子生産といっており

ます。野菜種子は現在ほとんどは，一代交雑極の種子ですので，その種子を作るためにか

け合わせる父種，母種等を原種といっています。

田路：ハイブリッドは野菜などでも－代限りのものなのですか。

中西：野菜では交雑種は－代限りですね。ただ業者の話を聞きますと，ホーレン草などは２

代迄は一代交雑種の特徴が消えないといわれているようです。

森：毎年種子を買わなければならないとか新聞に出ていましたね。アメリカの種子業者が

それをおさえているとのことですね。

中西：消費者は購入の際にはあまり品種のことはいわないようですが，それでも最近は同じ

品目でも消費の多様化が進み用途にあった品目，品種を注文することが多くなっています。

それを反映して｢'7場関係者，小売人も神経を使っているようです。また/iIi賛者の好みも大

分変わってきたようです。例えば，メロンは今まではプリンスが圧倒的な人気を持ってい

ましたが，最近ではネット系のものに移っています。またネット系の中でも香気，味覚等

が重点となっており，種子もまたこれらの条件を備えた新しいものへと変わる動きがあり

ます。ですから種苗会社は激しい開発競争にさらされています。

喜多：スーパーが直営で野菜や果実の生産をやっているところもあるでしょうし，またその

生産を農家と直接契約を結んでやっているところもありますね。それがここではスッポリ

おちるということですね。

中西：青果物卸売市場調査では市場外流通量として調査対象とはなっておりません。しかし]

青果物生産出荷統計調査では生産出荷量として把握しています。

喜多：そうすると出荷量と市場入荷篭の差が市場外流通ということですね。

中西：そのように推定することはできます。

喜多：大手のスーパーが野菜を作っている農家と直接に一定の契約を結んで，必要量を確保

するという形になってきているのではないですか。

中西：青果物を扱っているスーパーの幹部の方が本にも書いていましたが，スーパーがブラ

ンド商品として産地と直接契約し戦略商品として販売しています。例えば某所の無農薬栽

培ものという形です。しかしその量は流通量からみれば微々たるものです。むしろ産地と

の直接契約の場合には色々と難しい116題があります。一つはIilli格をどう決めるかです．ど

ちらもがもうかる値段は決めにくいからです。また，スーパーは大量販売店という‘性格か
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ら同じ規格のものを大量に必要とするということです。まず価格の話ですが，堆産者，スー

パーがどちらも[1分の方に有利な価格ということになりますので決め方が難しいことです。

自由競争のような形で取り引きされている卸売市場での取引llli格が目安になりますが，そ

の価格か，－週間の平均価格か話し合いにより決めるとしても，それはいずれにしても，

適用価格です。また産地から直接取引をすれば生産者からの規格,'Ti1Iの定ｌｌｌ提供，スーパー

での全量引取り等おfiいの取引に苦労することが多いようです`』したがって某所の無農薬

栽培というような特殊なものは商品としては定着していくと思いますが，一般の商品取引

として主流となるかというと難しい問題が多く，やはり卸売市場からの仕入れが主になっ

ていくと思います。各地の生活協同組合も地域の農家，農協とタイアップして活動してい

ますが，これもスーパーと同様に限界があると思います。またスーパー’生協にしても商

品ごとに必要な戯が確保されなければ困りますが，産地に頼んでも，’1によって商品とな

る規格ものの生産愚は相違しますので必ずしもあてにはできません。よほど特殊な商品で

ない限りはそうだと思います。これは卸売市場の荷受会社やスーパーの幹部の人達も同じ

考えのようです。

田路：青果物流通段階別価格形成追跡凋査で各流通段階別のIlIi格をi淵街するということです

が，生産者から我々が闘う価格というのは相当高いものなのですか。

中西：卸売117場における公|刑セリ取引制度，小売店舗の激烈な競争等の現状からいいますと，

よほどのことがないかぎり正当な利潤の中で販売が行われているとALIいます。この調査結

果からもそう読んでいます。

喜多：これの調査票はあるのですか。

中西：あります。

喜多：これは消費地からさかのぼるということですが，産地から調査した方が簡単な気がす

るのですが。

中西：この調査は凋脅対象品目について調査曰に大消費地（東京，大阪）の凋査対象小売店

で消費者に販売されたもののうち代表的な産地，銘柄，規格のものを定め，その特定荷□

について小売←仲買←卸売←産地←の各段階にその価格形成の経緯を追跡していく調査方

法をとっています。先生がおっしゃる考え方もこの調査の設計の段階で検討しましたが調

査の主旨にあるようにi1M査'二|に小売店で売られた品物ということになれば現行渦杏方法と

いうことになります。

田路：消費地に青果物が一番集中するところでおさえて，それがどこからくるかを追跡する

のですね。

中西：そうです。
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北川：卸売市場の荷受会社と卸売業者はイコールなのですか。

中西：同じ定義です。卸売市場内に荷受会社がありこの会社が』|ﾐ産|､j１体または生産者から青

果物の販売について依託を受けてその品物を市場内で公開セリ取り|等を通じて買参人に売

却します。

北川：卸売業者と荷受業者というのは定義として一致するものなのか，一方が広がったりす

るものなのかどうなのでしょうか。

中西：１１１央卸売市場の場合は卸売会社が荷受業者です。先生がおっしゃっているのは産地集

荷市場における集荷業者をいっておられるのですか。

北川：輸入するとか……。

中西：それが卸売会社が行えば，荷受会社とイコールになります。

山田：卸売業者の手数料は売上に対してパーセントですか。

中西：そうです。野菜８．５％，果実７．０％と決められています。

山田：卸売会社には危険負担はあるのでしょうか。

中西：ありません。卸売市場法に定めているように卸売業者は生産Ｉ｣1体や堆産者からの依託

を受けて販売するものであり，危険負担はありません。

田路：荷受業１１fは実はブローカーだという話がありますが。

中西：卸売会社は売手とIUI手の中間にいますのでブローカーとみられますが，一般でいうブ

ローカーの働きとは異なり，公共的性格の強いものです。

田路：普通だ､ったら，卸売業者が生産者から買ってきてⅢ自己の負仙で雁|己の責任で売り，

その利ざやが自分の利益になるが，まちがえば損失を被るという危険があります。そうい

う危険はないのですか。

中西：前に申上げましたように受託品をセリ売りしますのでリスクは負いません。

田路：たとえ値が悪くても何パーセントかは利益があるのですね。

中西：そうです。規定の手数料を受取ることになります。

山田：卸売会社は，例えば値段が下がりそうだから少しストップしようということはできな

いのですか。

中西目法律では委託者の指示がない限り上場できるまでに受頒した受託物,1,1]はその当|｣に販

売しなければなりません。

北川３転送は可能なのではないですか。東京では安そうだからﾉL州へということを荷受会社

はやらないのですか。

中西：その市場の仲卸売業者や売買参りU者の買付けを不当に制限することにならないと市場

開設者が認め，許可した場合は卸売業者も転送はできます。
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山田：卸売会社，仲卸，小売とあるのですね。

中西：そうです。

田路：青果物卸売市場調査のなかで対象市場数が，101市場，357市場，637市場となって

いますが，これは1類，２類などとの対応があるのですか。

中西：青果物卸売市場調査は，青果物卸売市場の開設されている都市を対象とし，都市の人

口と年間の野菜取扱数量によって１類，２類，３類，その他都市とに区分しております。

先生が述べられている101市場とは，ｌ～２類都市を対象として青果物卸売総括調査を実

施している市場であり，357市場とは，１～３類都市を対象として産地別入荷量調査を実

施している市場であります。また，637市場とはｌ～３類以外のその他都市を対象として

青果物年間取扱高調査を実施している市場であります。

助川：沢山調査がありますが調査の場面は，統計情報出張所でとらえているのですか□

中西：そうです。

助川：行革でまたかなり人が減らされてくると思いますが，調査の方はどうなりますか。

中西：行革審から統汁情報出張所等地方組織で2000人減らしなさいという話が出てきていま

すので，将来整理せざるをえない調査がでてくることになりますね。しかし，一方では御

指摘がありましたように，新たに調査を開始する必`要のあるものもでてきます□

喜多：全体的にみて園芸統計は重要だということになっているのではないですか。新しく社

会の需要に応えて出てきたものですから，それほど風当りは強くないのではないですか。

新しいものは社会の要求も強いのではないですか。

中西：行政部局は直接私共の調査結果を使っていますから，調査の整理には困ると思います．

山田：凋査方法に巡回調査とありますが，これはどういうものですか。

中西：出張所の職員が田畑等を見回りして，どのくらいの面積が作付されているか，また，

作柄，収穫量はどうかなどを調べるものです。面積，収穫量調査では巡回調査が基本となっ

ています。それ以外に定点観測調査というものがあります。これは調査品目ごとに基準筆

というものを設けて基準筆における対象品目の成育状況を実測調査するものです。また農

協，農家等関係者から生産，出荷等の情報も収集しています。

山田：巡回してわかるというのは，かなりベテランでないと駄目ですね。

中西：そうなのです。

北川：１出張所で何町村を管轄し，その中で何人が園芸統計にあたっているのですか。また，

巡回にあたる人はそのうちの何人ぐらいですか。

中西：現在，出張所の職員は私の記憶では約5400人位と思いますし出張所数は約370出張所

ですので１出張所当たりでは14～15人で約９市町村位かとみています。そのうち，園芸統
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計課の仕事は大産地のある出張所，流通関係のウエイトの高い出張所等と，その他の出張

所とでは異なりますが平均２人前後とみてよいかと思います。

北川：今|ヨは農家経済，明日は野菜ということはないのですね。

中西：園芸統計調査と作物統計調査では共通している面が多いので兼任しているかもしれま

せんが，農家経済調査との兼任はないと思います。

田路：出張所の数も減らすのですか。

中西：行革審から55減らすようにいわれています。５５出張所がなくなりますと必然的に現在

より広域な地域を管#ｉｌｌすることとなり大変だと思っています。

山田：私が子供の頃は農家の人がとれたものを持ってきて売る朝市がありましたが，今でも

かなり残っているのでしょうか。

中西：最近ちょっとブームになってきています。

山田：温泉あたりにいけばやってますが，普通にはないでしょう。

中西：私は大船に住んでいますが，大船にもありますね。朝市ではないのですが，農家の主

婦が自分の畑でとれた野菜等を中央通りで売っています。’１１そのものは少ないですがね□

森：それも卸売市場調査から外れる部分ですね。

中西：そうです｡

喜多：青果物生産出荷統計には入っているのですか。

中西：全部入っています。

森：市場外流通のものと畑で腐ってしまったものとの区別はどの時点でわかりますか。

中西：調査１Ｊに職員が現地を巡回し確認するほか，農家，農協等生産団体からの聞き取り等

の方法により決定していきます。

森：収機の時点でもう１度調査に行くのですか．

中西：青果物の場合は生育，収穫期，収穫終了後の各段階毎に凋杳日を決めています。その

際，予想調査の場合は凋査曰の時点で，気象条件が今後は平年並みに続くものとして調査

結果をまとめています。またその後に腐ったものは次の調査時点で前回の収穫量・出荷量

から削除します。

森：その後経済状態が変化して，出荷しない方がましだということになれば，予想調査で

は脱落してしまうのですね。

中西：生産出荷統計調査では実際にとれたものの調査ですから，収穫しないものは含まれま

せん。しかし，秋冬ものの野菜の予想調査が１０月にありますと，収穫期はまだこれから３

月まで約半年間ほどあります。従って１０月時点で収穫量，ｌＭＩｊ量の見』｡iしまでをやります

ので，その後価格が安くなったりしますと畑に放置して収秘しないものもでてきますし，
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逆に価格が高くなければ普通のときにはまだ出荷しないような小型のものまで早く収穫し

て販売されますから，調査は難しいものとなっています。

北jll：野菜や果物の作付指導は県，市町村，農協等とのことでしたが，健水省はどの程度し

ているのでしょうか。

中西：農林水1龍rlがⅢ１１４１接農家に作付指導をすることはないと思います。亜要野菜について

の指導は出荷'１１体を対象に計両，作付，調整等の指導を行っています。

北川：それはどこへですか。

中西：農水省から全農へです。これを受け各県経済連一農協一農家のルートで投透してきます。

森：行政指導の結果評価も行うのでしょうか。

中西：統計調街では調査結果から間接的には評価につながることはあるとしても直接的には

ありません。しかし，例えば野菜価格が暴落したときに特別事業による「産地廃棄」を実

施したいと全農が腱水省に申請した場合に統計調査結果が承認のための篭礎資料として使

われます。

伊藤：その過程では統計がかなり強い働きをしていると思うのですが，農協サイドから圧力

がくるということはないのですか。

中西：統計`lI1jiliM4i務所のllMl員は正確な調査報告を行うことを任務としていますから外部の方々

もその点は11M解してくれていると思います。

喜多：園芸統計について一番関係の深い行政部局はどこですか

中西：園芸統計課の統計をよく使っているのは果樹では農蚕園芸ｈｊの果樹花き課と経済局の

保険業務課，野菜では食品流通局の野菜振興課と野菜計画課及び物価対策室ですね。市場

関係は食品流通局の市場課となっています。養蚕は農蚕園芸局の蚕業課，繭糸課及び経済

局の保険業務課となっており，このほかにも多くのところで使われています。

喜多：蚕糸局は今はないのですか。

中西：現在は農蚕1判芸局のなかに所管課があります。

喜多：その予算関係はどこへいったのですか。

中西：農蚕園芸1j,)です。

喜多：出荷，流辿などの統計に行政の方から注文が出ることはありますか。

中西：あります。一つは異常気象により作柄Ⅲ出荷量に大きな影騨がでると予想されるケー

スの時に既定の,淵査||以外に臨時に調査してほしいということがでてきます。二つめは統

計調査結果のj［確性についてでございます。特に，価格の暴落・高騰時にあります。三つ

めは行政が新しい施策を行いたいときに新しく調査を始めてほしいという場合です。
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Ⅲ水産統計

水嶬統計調査の業務概要についてお話しいたします．

水産統計調査は，生産から流通まで広範囲にわたって調査しています。

農林水産省が実施している水産統計調査は20種類以」ありますが，４つの調査体系に人別

することができます。

その１つは，生産構造に関する統計調査です。この調査は，漁業センサスと漁業動態調査

に細|分されています。漁業センサスにつきましては後でi群jlllllにお話しいたしますが，iim業動

態調査は，漁業センサスと漁業センサスとの中間年を補完するものであります。洲査内容は，

漁業センサスと同様な調査項目ですが，ごく基本的な調査項目に絞って凋査しています。２

つ'二|は，漁業生産に関する統計調査です。この調査については後で詳細にお話しいたします

が，海面漁業・養殖業と内水1ki漁業・養殖業について，操業状況と生産状況を把握するため

の調査です。３つ目は，漁業経済に関する統計調査です。この調査は，漁家経済調査，漁業

企業体経済調査，大規模漁業会社調査に細分されています。iMi1家経済調査は，海[、漁業を営

むIlljl人経桝体のうち，使用する助力漁船合計トン数１０トン未満，小型定置網漁業，海ｌＩＩｉ養殖

業を鴬む経営体の中から任意抽出した経営体を対象として，漁業経営の収支と家計の状況等

を調査しています。漁業企業体調査は，使用する動力漁船合計トン数１０トン以上（資本金’

億円以上の会社を除く。），大型定置網漁業を営む経営体のLlIから任意抽出した経満体を対

象として，収支状況等を調査しています。大規模漁業会社調査は，資本金’億円以上の会社

を対象として，財塵と損益状況等を調査しています。４つロは，水産物流通に関する統計調

査です。この調査は，塵地水雄物流通調査，消費地水箙物流通調査，冷蔵水瀧物流通調査，

水産加_[統計調査，水産物流通段階】'1価格形成調査の５つに細分されています。産地水産物

流通調査は，主要水揚地の産地市場を対象として，水揚鎧，水湯価額，出荷先別数峨等を調

査しており，消費地水産物流通調査は，主要都市の中央卸売１１丁場等を対象として，卸売数量，

卸売Iilli額等を調査しています。また，冷蔵水産物流通調査は血主要産地と消費地にある冷蔵

工珍)を対象として，年間の人・ll1lllil武等を調査しておりルノkl)if叩Ｔ:統計調査はJ1jllL1:,１，,'1日ご

との４'二雄国:等を調査しています。H1に，水産物流通段階ＭＩ価絡形成調査は，消費地と'醸地の

各流通段階別に所定の曰の仕入数鐡・金額，販売数量・金額，販売に要した直接経醤等につ

いて調査しています。

第７次漁業センサスの概要についてお話しいたします。
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その前に，漁業センサスの沿革について簡単に触れてみたいと思います。

昭和24年３月に第１回の漁業センサスを実施して以来，５年目ごとに実施してきました。

しかし，昭和33年11月に実施した調査を沿岸漁業臨時調査としたのは財政事情によるもので

あります。昭和33年は，予算上の制約から海面漁業関係では、漁業従事者世帯を調査対象か

ら除外したことと，内水面漁業の調査を除外したことです。つまり，調査対象を海面におけ

る漁業経営体に限定したために，センサス規模に至らなかったため沿岸漁業臨時調査と呼称

したわけです。

昭和38年11月に実施した第３次漁業センサスで初めて海面漁業基本調査，内水面漁業調査，

漁業地区調査の３本建になったわけで，第３次漁業センサスにおいて，現行の調査体系が確

立されたわけです。

第３次漁業センサス以降，３本柱となっている調査体系は変っていませんが，その時々の

水産業の課題に対応するための調査事項を加味しながら漁業センサスを実施してきたわけで

す。

センサスを設計するに当たって２つの意見がありますに１つは，調査項目，調査対象，調査

対象の範囲，更には，それらの定義を毎回同一のものとして実施すべきであるという意見で

す。つまり，定義を毎回同一のものにし，総資源量を把握すればよいという考え方です。こ

れによって，過去の統計と比較することができ変化が読みとれるということです。

もう１つの考え方は，統計の連続'性を保持することは当然必要であるが，同時にその時代

時代の漁業問題を明らかにすべきであるという意見です。

漁業センサスは後者の考え方を取っています。つまり，基本的な調査項目については，前

回センサスを踏襲することによって統計の連続性を図り，その時代の要請にこたえるための

調査項目を調査票に組み込むことによってその実態を詳細に明らかにするといった考え方で

調査票を作成しています。

次に，第７次漁業センサスの課題についてお話しいたします。

第７次漁業センサスにおいては，基本的な調査事項について第６次漁業センサスを踏襲し，

従来との時系列比較ができることを基本としながら，今日的な課題に対応した統計編成を行

うことによって，漁業の現状と動向を明らかにすることとし，主として次の点について調査

したわけです。

その第１は，２００海里体制の定着後における漁業経営の状況等を明らかにすることと，そ

の変化を解明することです。昭和53年に実施した第６次漁業センサスにおいても，２００海里

問題を漁業センサスの課題にして，その実態を明らかにしました。当時，米・ソ両国が200

海里漁業専管水域を設定したことによって，北方海域を主な漁場としていた漁業経営が大き

－７０－



な影響を受けたわけです。その後，パプア・ニューギニア，ニュージーランド，フィリピン，

オーストラリア，インド，タイといったLKl々のほか，多くの脚が２００海里水域を設定した

ことによって，２００海里体制が定着したことです。そのため，第７次漁業センサスにおいて

は，２００海里体制後の漁業経営の現状を把握しておく必要があったわけです。

第２は，漁業就業者の高i齢化傾向が進み，中高齢ﾊﾘに対する依存度が高まっていることか

ら高齢漁業就業者のいる経営体や後継者のいる経営体の生産構造，更には，漁業就業者の就

業状況を明らかにすることとしたことです。

第３は，外1K'２００海里内における漁場利用の制約のなかで，我がＩＲＩ沿岸水域の漁場利用の

見直しが求められていることから沿岸水域の漁場環境の現状をlリルかにすることとしたこと

です。

第４は，漁村は漁業生彪の拠点であると同時に，iM(1腿の生活の場でもあります。したがっ

て，これら漁村の生活環境の整備を進める必要があるという考え方に立って，漁村の生活環

境の現状を把握し，水産行政の施策を進めるための基礎資料を得ることとしたわけです。

次に，調査の種類，時期，方法等調査の概要についてお話しいたします。

調査は，海ｉｉｉ漁業基本調査，内水面漁業調査，漁業地区調査の３種類からなっています。

海llii漁業基本調査は，更に漁業経営体調査，動力漁船調査，漁業従事者世帯調査の３つの調

査で構成されています。調査対象ですが，漁業経営体調査は，調査１０１日（昭和58年１１月ｌＨ）

前１年間に漁業を営んだ漁業経営体（第７次漁業センサスでは２０７，４３９経営体）を対象と

しています。動力漁船調査は，生産手段としての漁船の操業状況，装備状況等を把握するた

めに動力漁船を使用した漁業経営体を対象としています。なお，第７次漁業センサスで把握

した漁船隻数は，３２０，９４９隻で，うち無動力船が２４，８１５隻，船外機付船が119,358隻，

動力漁船が１７６，７７６隻となっています。漁業従事者世帯調査は，調査期日前１年間に漁業

経営体に雇われて30日以上漁業の海上作業に従事した世帯員のいる世帯（ただし，個人漁業

経営体の経営主がいる世帯を除く。）を対象としています。この調査は，漁業労働力を把握

するために必要で農業と違う点です。第７次漁業センサスでは１］３，１６９世ｲ|;を対象として

います。

調査の範囲は，海面に沿う市町村です。

調査の期日は，調査客体把握のための準備調査がlIII1和58年８ﾉ］１ｌ１で，本調査は昭和58年

11月１日現在で実施しました。

海面漁業基本調査において，調査客体を如何にして正確に把握するかということは，漁業

センサスを実施する上で最も重要なことです。そのため，第５次漁業センサスまでは調査員

が沿海市町村の全世帯を一戸一戸巡回して調査客体を確認する方法で把握してきたわけです。
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しかしながら近年，一般世帯が増加しているのに対して漁業センサスの調査客体である漁業

経営体や漁業従事者世帯は減少傾向を示しています。特に，漁業従事者世帯は大漁港を中心

として都市に居住しており，一般世帯に埋没する傾向を示しています。このため，従来まで

の方式を踏襲することは，労力的にも経費的にも非効率であるといったことから第６次漁業

センサスにおいては従来実施してきた調査員の全世帯巡回による調査客体の把握方法を改め

て，既存資料等を活用して効率化と正確｣性の向上を図ってきたわけですが，第７次漁業セン

サスにおいては，更に効率化を図りました。その方法を簡単に説明しますと，漁業経営

体については，農林水産省が実施している「漁業動態調査」の昭和58年１月１日の調査結果

から，農林水産省の職員があらかじめ必要事項を記入した「照査票」を該当する都道府県知

事を経由して該当する市町村長に送付します。漁業従事者世帯については，農林水産省の職

員が動力１０トン以上階層と大型定置網階層の経営体についてのみ作成した「雇用者名簿作成

経営体リスト」を都道府県知事を経由して該当する市町村長に送付します。

市町村は，経営体リストに記載されている経営体の代表者から，経営体に昭和58年４月１

日現在で雇われている者の氏名，雇用者が生活の本拠地としている住所，電話番号等を聞き

取り，雇用者名簿を作成し，農林水煙省に送付します。

農林水産省では雇用者名簿を電算機を使用して雇用者が生活の本拠地としている市町村別

に組み替えて該当する市町村長に送付します。市町村においては，雇用者名簿を参考として

照査票の追加補正を行います。調査員は昭和58年８月ｌｌ－ｌに照査票に記入されている世帯又

は人について，調査客体に該当するのか否かを確認する方法で調査客体を把握します。

次に，調査内容についてお話ししますと，漁業経営体については，漁業種類，使用漁船，

従事者数，従事日数，漁獲物の販売金額，養殖面積等の漁業経営の状況と世帯員の就業状況

等を調査しています。動力漁船については，漁船トン数，馬力数，乗組員数，漁業種類，操

業水域，運行装置，漁労装置等を調査しています。漁業従事者世帯については，世帯の状況，

漁業従事世帯員の就業状況，漁業従事によって得た労賃収入等を調査しています。

次に，内水面漁業についてお話しいたします。

内水面漁業調査は，内水面養殖業経営体調査，湖沼漁業経･営体調査，内水面漁業協同組合

調査の３つの調査で構成されています。

調査対象ですが，内水面養殖業調査は，調査期日前１年間に内水面において水産動植物の

養殖の事業を営んだ漁業経営体（第７次漁業センサスでは１２，０４６経営体）を対象としてい

ます。湖沼漁業経営体調査は，調査期日前１年間に共同漁業権が設定されている湖沼におい

て漁業を営んだ漁業経営体（第７次漁業センサスでは６，１３７経営体)を対象としています。

内水面漁業協同組合は１，１０４組合を対象としています。
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調査の範囲は，調査対象が所在している市町村です。

調査の期日は，海面漁業基本調査と同じです。

調査内容ですが，内水面養殖業経営体については，養殖種類，養殖方法，養殖面積，従事

者数，販売金額等の養殖経営の状況と世帯員の就業状況等を調査しています。このほか，養

殖魚種ごとに養殖方法，養殖面積，加温・保温施設，用水の種類，種苗の購入先，飼料の種

類等について調査しています。湖沼漁業経営体については，漁業種類，漁獲魚種，使用漁船，

従事日数，漁獲物の販売金額等の漁業経営の状況と世帯員の就業状況等を調査しています。

内水面漁業協同組合については，事業の状況，遊漁者数等を調査しています｡このほか，河

川組合については，正組合員の漁業従事状況について調査しています。

次に，漁業地区調査についてお話しいたします。

漁業地区調査は，漁業地区概況調査，水座物流通機関調査，冷凍・冷蔵工場調査，水産加

工場調査の４つの調査で構成されています。

漁業地区調査は，漁業生産の背後条件を明らかにするための調査です。漁業生産の実態は，

生産構造の把握のみでは明らかにすることはできません。つまり，漁業生態は，漁村や漁港

等背後地の条件の整備状況と深い関係を持っています。

そこで，漁業センサスでは，漁業地区ごとに，人口，産業，漁場環境，生活環境を明らか

にすることのほか，漁港，魚市場，卸売機関，水産加工場，冷凍・冷蔵工場，造船所等漁業

関連施設の数とその状況を明らかにすることにしています。

これによって，漁業生産の地域構造を明らかにすることができます。

漁業地区というのは，「市区町村の区域内において，共通の自然的及び社会経済的条件の

下に漁業が行われると認められる地区として，共同漁業権を中心とした地元漁場の利用関係

等漁業に係る社会経済活動の共通１性に基づいて設定したものをいう。」と定義しています。

つまり，全国を漁業協同組合や漁港を核とした区域であって，市区町村の区域範囲か又は

市区町村を分割して設定した区域範囲となっています。

調査対象ですが，漁港（第７次漁業センサスでは３，６９７），魚市場（同1,086），卸売

業者(同1,216）,水産物買受人(同52,458）,造船所(同2,510川給油所(同2,639),

漁業用資材販売店（同５，８７０），冷凍・冷蔵工場（同６，２９７），水産加工場（同１３，８３８）

を対象としています。

調査の範囲は，海面に沿う市町村です。

調査の期日は，海面漁業基本調査と同じです。

調査内容ですが，漁業地区概況調査については，人口，産業，漁業集落の道路・交通機関

・保健・衛生等の生活環境，漁場環境，放流事業，遊漁，造船所，漁業用資材販売店，給油
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所，漁港の状況等を調査しています。水産物流通機関調査については，魚市場・卸売業者・

水産物買受人の経営組織，従業員数，年間取扱金額等を調査しています。冷凍・冷蔵工場に

ついては，経営組織，製氷・冷蔵・凍結能力，従業員数，利用区分（営業用，自家用の区分)，

利用者区分等を調査しています．水産加工場については，経営組織，加工種類，年間製造日

数，従業員数，年間製品販売額区分等を調査しています。

次に，調査組織についてお話しいたします。

海面漁業基本調査と内水面漁業調査は，農林水産省一都道府県一市IIJ村一指導昌一調査員

の組織で行います。調査は，調査員が調査客体を個別に訪問して，代表者に面接して聞き取

り調査します。漁業地区調査は。地方農政局一統計情報事務所一同出張所一調査員の組織で

行います。また，調査は，出張所の職員又は調査員が調査客体に面接して聞き取り調査しま

す。

調査結果は，昭和59年８月30日に調査結果の概要を公表しました。なお，詳細な調査結果

は，報告書として昭和59年度と60年度の２年度で刊行します。

第７次漁業センサスで作成する統計の特徴は，漁業構造の動態変化に関する統計です。こ

の統計は，第６次漁業センサス以降５年間の漁業構造の変化をより的確に把握するために，

前回センサスで把握しました個々の経営体と今回のセンサスで把握した個々の経営体とを電

算機を用いて比較照合して，前回センサスと今回センサスとの間で新たに誕生した経営体，

消滅した経営体，引き続き漁業を行っている経営体ごとに経営組織，経営規模，従事者数，

従事日数，漁船隻数，漁漉金額等の内容がどう変化したのかといった状況を明らかにするた

めの統計を作成することにしています。２つ目は，漁業集落カードの作成です。これは，海

面漁業基本調査の結果と漁業地区調査の中で行う生活環境調査の結果を漁業集落ごとにとり

まとめ，「漁業集落カード」に編集して，集落の概況を総合的に読みとれるようにしている

ことです。

漁業・養殖業生産統計調査の概要についてお話しいたします。

その前に，漁業・養殖業生産統計調査の変遷について簡単に触れてみたいと思います。

この調査が，「農商務統計表」に収録されたのは，明治27年に刊行された第11次「農商務

統計表」が最初です。その後，多くの改正や改善を経て，調査項目の拡充が図られています。

戦後，生産統計調査に標本調査が導入されたほか，漁獲努力量と１１ﾐ箙殿の関係を明らかに

するために漁雄努力ＩＴＩに関する調査項目が加えられました。昭和38年までの調査体系は，生

産量を正確に把握することに重点が置かれ，全国の各水揚地において調査し，統計量は当該

水揚地に計上することを基本とした属地調査一属地統計を基本体系として実施されました。

３０年代における我が国の経済は，高度成長を続け，他産業との所得格差が問題にされてき
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たことから，漁業者の生産活動を投入（漁船及び乗組員の労働時間）と産出（漁獲量）の関

係において総合的に把握することが重要視され，３９年以降は偶人調査体系に切り替えられ今

日に至っています。

この調査の目的は，海IHT漁業，内水面漁業，海面養殖業，内水1hm養殖業の生産に関する実

態を把握する上で岐も基本的な統計を作成するために行っているもので，漁船，漁具とかと

いった生産手段の投入状況，操業状況，生産状況を統計的に明らかにして，水産行政の基礎

資料を整備することを目的としています。

海面漁業生産統計調査は，統計法に基づく指定統計として海面漁業生産統計調査規則によ

って実施しています。内水面漁業生産統計調査は，統計報告調整法に基づく承認統計として

実施しています。

調査の期間は，毎年１月１日から12月３１日までの期間について行っています。

調査の組織は，地方農政局一統計情報事務所一同出張所一調査員の組織で行います。

調査は，海面漁業生産統計調査と内水面漁業生産統計調査の２種類からなっています。

海面漁業生産統計調査は，海面漁業漁獲統計調査と海面養殖業収獲統計調査の２つの調査

で構成されています。

調査対象ですが，海l1Ii漁業漁獲統計調査は，すべての海面漁業経営体とすべての水場機関

を対象としています。海l1ii養殖業収穫統計調査は，すべての養殖経営体とすべての水場機関

を対象としていますに，

次に，調査内容についてお話ししますと，海面漁業漁獲統計調査については，漁労体数

（海面漁業を営むための漁労作業の単位数），乗組員数，航海数，出漁Ⅱ数，漁労日数，漁

獲量を漁業種類別に調査しています。海面養殖業収獲統計調査については，養殖経営体数，

養殖従事者数，養殖経営面積，養殖施設数，種苗販売量，種苗放養尾数，役餌堕，養殖収穫

量を養殖種類別に調査しています。

調査の方法は，大臣許可漁業や知事許可漁業等については，原則として漁業者から提出さ

れる漁獲成績等報告書の取りまとめ結果の利用と出張所職員が漁業経営体に【ili接して聞き取

りによる方法で調査します。

なお，大臣許可漁業，大臣承認漁業，法定知事許可漁業を営むiilJ1業者は，，ﾂﾞ｢可若しくは承

認漁業ごとに，漁樋成紬又は事業成績に関する報告害（漁漣成績等報告11}:）を定められた期

限までに農林水産人臣又は都道府県知事に提出しなければならないことになっています。漁

獲成績等報告書は，漁業者の操業状況を詳細に報告しているもので，ｉI((I業調鞭等の水産行政

や水産資源研究の基礎資料として取りまとめられています。

次に，大臣許可漁業や知事許可漁業以外の漁業（主として沿岸漁業．養殖業）については，
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漁業者若しくは水場機関を代表する者に調査票を配布して行う目計申告の方法又は調査員若

しくは出張所職員が漁業者又は水湯機関を代表する者に面接して聞き取りによる方法で調査

します。

次に，内水面漁業生産統計調査についてお話しいたします。

内水面漁業生産統計調査は，内水面漁業漁獲統計調査と内水面養殖業収獲統計調査の２つ

の調査で構成されています。

調査対象ですが，内水面漁業漁獲統計調査は，内水面漁業を営んでいるすべての漁業者を

対象としています。内水面養殖業収獲統計調査は，内水面養殖業を営んでいるすべての養殖

業者を対象としています。

次に，調査内容についてお話ししますと，内水面漁業漁獲統計調査については，漁獲量と

天然塵種苗採捕量を調査しています。内水面養殖業収獲統計調査については，養殖経営体数，

養殖場数，養殖施設面積、投餌量，種苗販売量，養殖収穫量，観賞魚販売量を調査していま

す。

調査の方法は，内水面漁業協同組合又は養殖業経営体を代表する者若しくはその地域の漁

業・養殖業精通者等からの自計申告の方法や調査員若しくは出張所職員による面接聞き取り

の方法で調査します。

調査結果は，調査年の翌年の５月３１日までに概要を公表します。なお，詳細な調査結果は，

報告書として調査年の翌年度に刊行します。
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＜討論＞

森：最初に水産統計の統計組織などについてご質問があれば，お願いします。次いでセンサ

ス，生産統計調査，餓後に業務統計を含めて，今回報告を割愛された分をお伺いしたいと

思います。加工統計，市場関係の水産流通の統計などについてはさいごにお伺いしたいと

‘思います。最初に調査組織についてはいかがでしょうか。

喜多：予算の慨ｌ２ｌｊについてお伺いします｡漁業センサスは，５年に１度ですね。それが行わ

れる時には，センサスの実施と報告書の作成で２ケ年位，予算が非常に多くなっています

ね。平常の年は，どのくらいですか。

佐藤：おおよそ４億円です。

喜多：その主たる部分は洲査員手当ですか。

佐藤：調査員手当関係が約９，２００万円で諸謝金関係が約２，３００万円です。なお，生産統計

調査では約８，０００人の調査員を設置しています。

森：農家経済調査に対応する漁家経済調査は水産統計課の管轄の統計ですか。

佐藤：そうです。

森：農村にある出張所とは別に，水産関係の特別の出張所のようなものはありますか。

佐藤：水産関係の特別の出張所はありません。

森：普通の出張所の中に水産担当と農業担当者が入っているのですか。

佐藤：そうです。

森：水産活動が活発な所では，その人数が若干多くなっているのですね。

佐藤：そうです。

田路：農業と水産の間に人事交流はありますか。

佐藤：人事交流は行われています。

伊藤：先ほど調査員の数をいわれましたが，地方の出張所にいる専任職員とは51'にですか。

佐藤：職員とは別に調査員を設置しています。

伊藤：どういう人が調査員になるのですか。

佐藤：漁業協同組合の職員の方々やその地区の漁業の精通者や自分で漁業をやっている方々

にお願いしています。生産量についてはiMi1業協Iij]組合等を対象に調査しています｡乗組員，

出漁日数といった，か働量については調査員の方々からの聞き取りにより調査しています。

森：漁業地区を区別する時，陸地のゾーニングで切っているわけですか。それとも海の中の
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漁業権を持っている所で設定されているのでしょうか。

佐藤：漁業地区は漁業協同組合の地域を基本として，海岸線を間げきなく分割して設定して

います。また，漁業協同組合の地域が市区町村の範囲を超えている場合は，市区町村の境

界に沿って分割して，それぞれを漁業地区として設定しています。更に，漁業協同組合が

２つの共同漁業権を所有し，それぞれの共同漁業権内で操業されている漁業種類が異なる

など，漁業構造の異質な漁村が存在する場合は分割して漁業地区を設定しています。

なお，漁業地区の奥行きは，市区町村の境界まで延長しています。

森：同じ水面を重ねて漁業権を持っていることはありますか。

佐藤：同じ漁場を２つの漁業協同組合に免許を与えることはありません。

伊藤：現在統計行革で調査のみなおしや職員の削減が進められていますが，水産統計の分野

での影響はどうでしょうか。

佐藤：出てくると思います。そのため今後水産統計調査においても，調査精度の維持を図り

ながら，調査方法の改善等を含め検討していかなければならないと思っています。

森：ではセンサスに移りたいと思います。調査票や第７次センサスの結果などについてご質

問はありませんか。

喜多：漁業センサスの漁業経営体調査，動力漁船調査，漁業従業者世帯調査と３つ海面です

が，漁業経営体調査で２０７，４３９経営体あるこれは個人も会社も含めてですか。

佐藤：個人，会社などを含めたすべての経営体数です。漁業センサスでは，個人経営体，会

社，漁業協同組合自営，生産組合自営，共同経営，官公庁・学校・試験場と６つの経営組

織に区分しています。

喜多：この結果は個人，会社，共同経営別にでているのですか。

佐藤：そうです。統計表章は，経営組織，経営体階屑，漁業種類を基本分類としています。

喜多：経営組織別の経営規模別という組み合わせはありますか。

佐藤：あります。経営組織別に経営体階層別統計を作成しています。

坂田：経営体階屑はどういう規準で設定するわけですか。

佐藤：先程お話ししましたように，経営体階層は漁業経営体を経営内容と経営規模によって

表わす基本分類となっています。具体的には，漁業経営体が主として操業した漁業種類，

使用漁船の種類，使用動力船の合計トン数によって区分しています。主として操業した漁

業種類によって決めた階層は，大型定置網，小型定置網，地びき網，海面養殖の各階屑で

す。漁業種類以外は，使用漁船の種類と使用動力船の合計トン数により，漁船非使用階層

から動力３．０００トン以上階層までの15階層を決定しています。

漁業経営体の経営内容と経営規模を表わす指標としては，資本金であると思います。し
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かし，資本金は，会社では簡単に調査できますが，個人経営体は，経営と生計が一緒にな

っている零細な経営体が多いため調査は困難です。そのため，資本金に変わるものとして

漁船を指標に用いたわけです。ただし，養殖や定置網は，漁船が必ずしも経営規模を表わ

す指標とはなりえないので，漁業種類で分類しています。

田路：日本水産や大洋漁業など世界的な大会社と零細企業が漁業の場合一緒になっています

が，それを全部同じ基準で調査しているのは不便ではありませんか。

佐藤：日本水産，日魯，大洋などといった大会社は，本社で一括して一枚の調査票で調査す

るのではなく，各地にある事業所を１つの単位とした事業所単位で調査しています。事業

所単位の統計では，会社統計を作ることができませんので，調査票に本社のみについて記

入する調査項目を設け，更に，事業所単位に作成されている調査票を名寄せして，会社統

計を作りユーザーの要望に答えています。

坂田：（「第７次漁業センサス調査様式集」をみて）２番目の「会社について」という調査

項目がそれですね。そこの従業員数というのは事務なども入れるのですね。

佐藤：そうです。

喜多：６大巨大会社の漁獲高のシェアはおよそどのくらいですか。岡本全体の漁獲高の中で

……金額あるいはトン数でもいいんですが……。

佐藤：会社別の統計を作成しておりませんのでわかりません。

喜多：漁船のトン数で規模を分類する件ですが，５～１０トンクラスで年収４００～４５０万で

だいたい生活できる線だそうですね。家族でやれる規模というのはトン数ではどのくらい

ですか。

佐藤：漁業種類にもよりますが，２０トン規模位までやれます。近年，漁労装置や遠隔操縦装

置といった運行装置が非常に発達してきたためです。

坂田：そのクラスで一回漁に行って乗組員は何人ぐらいでしょうか。

佐藤：２０トン規模では漁業揮類にもよりますが，例えばいか釣りでは３人位です。

田路：２０～３０トン規模というと，ここでは沖合にあたりますか。

佐藤：漁獲統計調査では，沖合漁業に入ります。漁業センサスでは，漁業屑別に分類してい

ます。中小漁業層というのは，動力１０トン以上，１，０００トン未満の各階個を総称したもの

です。大規模漁業層は動力１，０００トン以上の階Irfiをいいます。また，沿岸ii(((業層は，中小，

大規模漁業１門を除いた各階,層を総称したものです。したがって，漁業センサスでは，中小

漁業層といっています。

喜多：中小漁業liYiというのは，家族経街という意味ではないんですか。

佐藤：ちがいます。家族で営む個人経常体のほかに，会社，共同経営などの同体経営体が含ま
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れています。

森：漁業の場合，専業率が農業よりも高いようですが，地域差はありますか。

佐藤：あります。専業率の高い地域は，高知など南の地域や，瀬戸内海の地域です。

森：先回伺ったのですが，農業では東と西では５アールで切れるということでしたね。例え

ばオホーツクのように冬場には就労できない海があります。そういう意味で専業で経衝が

なりたつのに必要なトン数の格差などがありますか。

佐藤：ありません。漁船規模で専業経営が成り立つかどうかの基準をきめることはできませ

ん。漁業種類や対象魚種によって漁業収入が異ってくるためです。

助jll：漁業従事者世帯を掴むのは非常に大変だと思いますが，調査の時，本人が漁業でいな

いこともあるのでしょうね。

佐藤：そうです。調査日に漁業経営体に雇われていなくても，過去１年間に漁業経営体に雇

われていると調査の対象になるからです。

田路：漁業経営体は２０７，４３９あるそうですが，との経営体というのは，企業ではなく事業

所でおさえた数になりますね。

佐藤：そうです。

田路：２００海里問題は，この調査票ではどこに出ていますか。

佐藤：漁船調査票に調査項目を設けています。

田路：この１２海里以内，12～２００海里，外国の２００海里とその他の所ですね。

佐藤：そうです。

田路：１２海里は傾海ですね。外国の傾海は絶対操業できないのに対し，２００海里はいろんな

制約があるにせよ，操業が認められると考えてよいのでしょうか。

佐藤：政府間協定や民間協定に基づいて操業しています。

田路：２００海里は何水域と呼んでいますか。

佐藤：経済水域，漁業専管水域，漁業水域と呼んでおりますが国によって違います。

森：動力漁船調査采の中に魚群探知機など載っていませんが当然装備しているということで

すか。

佐藤：過去ずっと調べてきましたが，普及率が高くなったので，調査項目から削除しました。

田路：そうしますと，さきほどの２０トン位の船の建造には，どのくらいかかりますか。

佐藤：ＦＲＰ船の船体のみの価格は，３，５００万円位です。それに，エンジンや漁業種類に

よっても違いますが，漁労装置を入れますと，かなりの価格になります。

伊藤：農業において機械化で借金を背負う以上の負担になっているのでないでしょうか。

佐藤：そうです,，
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森：石油ショックで油の価格が上った時一番打撃の大きかったのは，どの層ですか。

佐藤：中小’大規模漁業燗です。

田路：やっぱり遠洋が一番大きいのですね。

佐藤：そうです。

森：遠洋の平均航海日数は統計ででますか。

佐藤：出しています。

森：変ってきていますか。

佐藤：航海Ｈ数や出漁日数とも少<なってきています。第７次漁業センサスの結果をみると，

１５０日以上操業した経営体の構成割合は前回センサスに比べて低下しております。このこ

とから，経営体は操業日数を短縮することによって合理化を図っていることがうかがえま

す。

森：遊漁と漁業を切る基準はどこですか。

佐藤：漁業は販売を目的として，水産動植物の採捕又は養殖の事業をいうと定義しています。

遊漁の場合は，レクレーションを主な目的として水産動植物を採捕する行為をいうと定義

しています。

森：平日は販売目的にやって，土・日は遊漁をやる人などはどのように扱いますか。

佐藤：個人経営体の場合は，過去一年間に海上作業に30日以上従事した人がいる世帯を漁業

経営体調査の対象にしています。したがって遊漁と漁業の両方やっている場合，漁業経営

体の定義に該当すれば，調査対象になります。なお，操業状況を調査する場合は，漁業に

関する操業状況のみを調査し，遊漁については除きます。

森：収入の多い方というわけでは，ないのですね。

佐藤：そうです。

喜多：遊漁の収入は漁業の収入にはならないのですね。すると漁家経済調査などで遊漁の方

の収入というのは，なにになるのですか。

佐藤：それは漁業外事業収入です。

森：それは事業になるのですね。

佐藤：そうです。

坂田：内水面には遊漁の調査事項がありますが，海１ｍについてはないのですか．

佐藤：漁業地区調査で調査しています。漁業経営体調査では，遊漁案内業の調査項目を設け，

漁業と遊漁のかかわりあいを調査しています。

森：瀬渡しを専業でやっている人は，廉業の格付けではサービス雌業でしょうか。

佐藤：サービスですね。
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坂田：基本的なものに海区という概念がありますが，これは各漁業地区が面している海区を

定義しているわけですか。それとも漁業地区が，どの海区に漁に行くかという分類なので

すか。

佐藤：操業場所ではなく，陸地を分割したものです。海区は，全国を北海道，太平洋北区，

太平洋中区，太平洋南区，日本海北区，日本海西区，瀬戸内海，東シナ海の８海区に分割

しており，統計とりまとめの表章単位です。統計表章する場合，全国，大海区，市区町村，

漁業地区で表章しており，漁業地区が統計表章の最小単位となっています。

田路：根拠地という考えですか。

佐藤：そうです。

田路：漁業権は，このセンサスの中ではどこにありますか。

佐藤：漁業権自体の調査はかけていません。漁業地区概況図（第７次センサスの第13報）を

これから作りますが，これを地図にして海の漁業権がどのように設定されているか，目で

見る形で載せることにしています。

森：漁業権が出てくるのは，沿岸漁業と内水面だけですか。それに漁業権を持たない漁民も

当然いるわけですか。

佐藤：共同漁業権は漁業協同組合に免許されるものですから，組合員でなければ漁業を営む

ことはできません。なお，大臣許可とか知事許可といった許可を持たない漁民はいます。

森：例えば遠洋専門の就業者だとできないのですか。

佐藤：組合員であれば漁業を営むことができます。

森：５大企業は，どういう扱いですか。

佐藤：法人についての組合員の資格は，「組合の地区内に住所又は事業所を有する漁業を営

む法人であって，その常時使用する従業者の数が３００人以下であり，かつ，その使用す

る漁船の合計総トン数が１，５００トン以下であるもの」となっています。したがって，大企

業は組合に加入することはできません。

森：遠洋の場合も漁労のできる区域の区分がありますか。Ａ社はここだとか。

佐藤：会社ごとに操業区域が決められていません。漁業種類ごとに操業区域が決められています。

田路：大臣許可と知事許可の違いを説明して下さい。

佐藤：知事許可漁業というのは，都道府県知事の許可を受けなければ営むことができない漁

業で，主として地元の沖合で営む漁業です。

田路：大臣許可の場合は，それ以外の所ですか。

佐藤：農林水産大臣の許可を受けなければ営むことができない漁業で，漁業種類がはっきり

決まっています。指定漁業といって母船式の捕鯨，近海捕鯨，母船式の底引き網，遠
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洋底Ijlき，これは北転船とかトロール，南方トロールなど色々わかれています。以西底引

き，沖合底引き，中部さけ．ます流し網，母船式さけ．ます流し網，遠洋かつお・まぐろ

近海かつお・まぐろ，大中型まき網などです。

田路：知事許可を受けない漁業者はいますか。

佐藤：自由漁業と共同漁業権内で営む漁業の場合は知事の許可はいりません。

田路：それは規模が小さいということですか。

佐藤：規模には関係ありません。自由漁業には沿岸のいか釣り漁業があります。

伊藤：みだりに入ってはならないというわけで，海に区域が設けられています。片方で，入

漁権というのか属人的といいますか，事業体，協同組合ごとにあるわけですね。それで遠

洋の場合，入漁権というものを侍って出かけていって，その地域についても制限されるわ

けですか。２００海里以外では。

佐藤：先程お話ししましたように，漁業種類によって操業区域が決められており，その区域

の中でしか操業できないことになっています。

伊藤：漁業権があるときには許可をうければ，そこで入り乱れて漁業をするということです

か。

佐藤：そうです。

伊藤：すると漁業活動に対して許可する主管官庁の統制権が，強く働いているのですか。

佐藤：そうです。

伊藤：では中規模事業体が大規模になっても，そこに入れてもらえないということがでてく

るのですね。

佐藤：そうです。農林水産大臣の許可を受けなければ操業できません。

森：事業体の数が決められているのですか。

佐藤：事業体の数ではなく，漁船の総トン数で総わくが決められています。これによって資

源の保護が図られているわけです。

森：大臣許可のところは，遠洋ものが多いようですが，国際的トラブルの可能Ｉ性が強いので

大臣直轄にしている意味あいなのでしょうか。

佐藤：そのような意味ではありません。

田路：その場合，外国の２００海里内，わがlIjの２００海里をはずれている所でも，やはり資

源保護が大きな観点になるのですね。

佐藤：そうです。資源が枯渇すれば経営が成り立たなくなりますので，総トン数の総わく内

で許可隻数をおさえています。

田路：ということは，世界的に日本の資源は，ウエイトがかなり高いことの反映ですね。
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森：センサス調査票の漁業地区概況調査票の漁業地区概況の部分は生活環境調査になってい

ますが，このねらいは何ですか。

佐藤：漁村における生活環境は，都市に比べておくれていることから，これらの整備を図る

ことをねらいとしています。

森：漁家経済調査の補完の意味もあるのですか。あれは１つの経済，家計の中の問題ですが，

どういう条件の中で，その家計が成り立っているかを調べる意味もあるのですか。

佐藤：そうです。漁業の生産概造や就業構造の把握のみでなく，背後条件をも明らかにする

ことによって，漁業構造を総合的に明らかにすることにしています。

喜多：漁業地区２２１７について，全部こういうやりかた，形での調査を行っているのでね。

農業集落の調査がありますが，農業集落と，これとだぶりますね。農業集落の方も同じよ

うに保健とか，衛生とかやっていましたね。

佐藤：漁業集落の決め方は農業集落の中で漁業世帯率が30％以上，若しくは，漁業世帯が１０

世帯以上のものについて選定したものを漁業集落と定義づけました。したがって調査項目

は農業集落と同じものをとっています。しかし，水道の普及率とか廃棄物の処理方法など

は，漁家の普及率でみています。

助川：水産加工場調査票，これは工業統計の方にも入るのでしょうね。

佐藤：そうです。工業統計調査の調査対象と同じ事業所もあります。

助川：もっとも，こちらは簡単ですが。

田路：水産加工場調査は全数ですか。工場センサスは，５人か'0人ぐらいで足切りでしたね。

佐藤：全数です。

助川：小さいのは何年かに一回やることになっていると思います。

森：足切りしているのもあるし，地方でサンプルを上のせして全数調査としているのもあり

ます。冷凍．冷蔵庫調査票についてですが，これは倉庫は関係ないですね。製氷施設では

ないですね。コールドチェーン用の倉庫を調べるのは，この漁業センサスの１１ﾆﾘにはないですね。

佐藤：調査対象としての冷凍・冷蔵工場は，主機５馬力以上の製氷．冷蔵・冷凍施設を有し，

調査日前１年間に水産物を取り扱ったものを対象としています。

森：それは水産統計課のどこでおさえているのですか。

佐藤：倉庫法に基づくもので運輸省の管轄です。漁業センサスや水瀧物流通統計調査では，

その中から水産物を取り扱ったものを調査対象としています。

田路：冷蔵能力というのがでてきますね。

佐藤：収容能力を温度別に調査しています。

森：倉庫の容積とか規模についての結果も得られるのですか。
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佐藤：容積規模別工場数がわかります。

森：それは外枠ですね。冷蔵庫の能力とか規模ですから，その中で，どれくらいの品物が動

いているかということは，わかりますか。

佐藤：漁業センサスでは把握していません。それは，水産物流通統計調査で品目別，月別に

入庫量，出庫量，在庫臆を調査しています。ただし，雁地51市町と消費地１４都｢1jを調査の

地域範囲として調査しているため全量把握とはなっていません。

田路：そのような冷蔵庫能力を持っている所は肉も魚も扱うのではないですか。

佐藤：龍地では，水産物がほとんどだと思います。消費地では，若干あるかもしれません。

田路：漁港にあるのは完全に魚のみとみていいのですね。

佐藤：そうです。

助川：動態の万では，力Ⅱ工の生産統計はありませんか。

佐藤：ありません。水産物流通統計調査で加工品の生廉ｌｌｉを把握しています。

助川：通産省では，水産物の加工，食料品工業の中の－部に入ると思いますが，もし通産で

もとっているとすれば統計の重複の点からどうみられますか。

佐藤：先程お話ししましたが，通産省で調査している事業所と同一の事業所はありますが，

調査の目的や調査内容が異なっておりますので，統計の重複はありません。

森：結果表ですが，最盛期の従業者数で集計しているのはなぜですか。

佐藤：漁業就業者を最盛期の漁業就業者数，年間の実漁業就業者数，調査１１現在の漁業就業

者数で把握しています。その中で，最盛期の漁業従業者数というのは，我が国の最大限こ

れだけの労働力が必要ですよという漁業従事者の必要最大量の把握と，漁業経営体の従事

者規模を明らかにするためであります。

田路：年間の従業者は完全に人的な方法で掴えているのですね。逆に事業所を考えて，たと

えば12ケ月の従業者の毎月の月末の従業員の年間平均ということでも掴えられそうに思う

のですが。

佐藤：漁業には漁期というものがあって，漁期によって従事者数は違ってきます。また，漁

業者は，年間を通して２～３種の漁業種類を行っていますので，月別にみればバラツキが

あり，月末の従業員の年平均では把握できません。

助川：就業構造基本調査の結果などで，漁業従事者などでると,似いますが，おたくの方から

その数字をみてどう感じられますか。

佐藤：漁業就業者の定義が違いますので比較しておりません。漁業センサスでは，漁業従事

者をユージュアルで把握しています。

助川：就調は，普段の就業の状態でつかまえるのですね。労調は１週間でやっています。
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森：高齢化の問題ですが，歳をとると船に乗れないので就業率が落ちてしまうという説明が

ありましたが，栽培漁業の場合は，船に乗れなくても，ちょっと沖合ぐらいですから，か

なり歳をとってもやれるし浜辺で仕事をする場合もそのような気がします。そういう人は

漁業就業者に入らないのでしょうか。

佐藤：漁業就業者と定義しているのは，漁業世帯の世帯員の中で，満15歳以上で自営漁業又

は，漁業雇われの海上作業に年間30日以上従事した人をいいます。したがって，かきのむ

き身作業など陸上作業のみの人は漁業就業者とはしません。ただし，地びき網漁業の陸上

のIjlき子，魚類養殖における陸上での作業に従事した人は漁業就業者に含めます。

森：陸上にいても入るわけですね。

佐藤：そうです。

喜多：網の修理とかも，入らないんでしょう。

佐藤：漁業就業者には含まれません。その人は陸上作業に従事したことになります。なお，

陸｣二作業のみに従事した人に関する統計も作成しています。

森：就業者の周辺人口ですね。

田路：そうすると今の貝の殻むきというのは工業の中に入っていないでしょうし，これは落

ちているということですか。

佐藤：漁業センサスでは，漁業就業者と陸上作業従事者の２つに分けて調査しています。

坂田：センサスの中間年に漁業動態調査を実施されるという話でしたが，調査事項はほとん

ど同じなんですね。

佐藤：漁業動態調査の中の漁業経営体調査では，使用漁船，漁業種類，出漁11数，専兼業の

基本項目について調査しています。漁業世帯員就業調査では，世帯員の就業状況を調査し

ており，漁業センサスとほとんど同じ調査項目です。

坂田：動態調査でも全数ですか。

佐藤：漁業経営体調査は全数調査です。漁業世帯員就業調査は標本調査です。

高村：いわゆる動態を調べるわけではないのですね。

佐藤：そうです。

喜多：結果をつないでみれば，動態になる。

佐藤：そうです。

田路：本当の動態調査とは，いえないですか。生産統計調査がむしろ動態調査に近いですね。

坂田：経営体数に関する動態調査の精度はほぼセンサスと同じくらいとみてよいですか。

佐藤：同じ位高い精度となっています。

森：次に生産統計調査に移ります。
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伊藤：水産研究所に集ってくるのと，あらためて調査するのと同じで，内容がたぶり調査に

なっていないかという点と，水研がどういう性質のものか教えて下さい。

佐藤：漁獲成積等報告書を利用して取りまとめる漁業とそれ以外の漁業に分けて調査してい

るので重複して調査することはありません。水産研究所は水産庁の外周で，資源や海況等

について調査研究を行っています。、

伊藤：あとの調査の調査内容がダブらないかという点はいかがですか。

佐藤：調査内容についても重複はありません。

伊藤：それは，この海面漁業漁獲統計の一部分の回答になっているわけですか。

佐藤：そうです。

田路：説明に「すべて」と書いてありますが今の大臣許可さけ.ますなどは全数調査してい

ると思いますが，それ以外の一般調査は，サンプル調査ですか。

佐藤：大臣許可漁業については，全数調査です。一般調査については，漁業協同組合，水陽

機関や調査員からの自計[１１告又は一括聞き収り調査によって取りまとめています。

坂田：これは基本的には数駐把握ですか。

佐藤：そうです。

坂田：生産額の数字は，この生産統計の数量と流通統計の価格をかけて出すのですか。

佐藤：そうです。生産額は産地市場価格に生産量を掛けて算出しています。なお，５８年の総

生産額は２兆９千億円となっています。

喜多：水研の機構について説明願います．全国に何ケ所置かれていますか。

佐藤：北海道一北海道区水産研究所

宮城一東北区〃

東京一束海区”

静岡一遠洋”

新潟一日本海区〃

長崎一西海区′′

広島一南西海区′′

と全国に７ケ所設置されています。

喜多：試験場とは違いますか。

佐藤：県の試験場とは違います。

喜多：これを総称して水産研究所というのですね。役所の機構として，人員は何人くらいで

すか。

佐藤：そうです。職員数はわかりません。
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喜多：水産資源の本来的研究の他にこのような調査業務もやっているわけですか。

佐藤：調査業務というよりは，漁業者が漁獲成績等報告書を農林水産大臣に提出することに

なっています。この漁獲成績等報告書が資源研究のための資料になっています。

田路：さらにそれを統括するものとして日本水産研究所という母体があるんですか。

佐藤：ありません。水産研究所は水産庁の外局になっています。

田路：国は水産試験場が具体的にやっているようなふ化とかは直接やってないのですか。

佐藤：水産庁の外局である北海道さけ・ますふ化場で，さけのふ化放流を行っています。

田路：東北区はどこですか。

佐藤：富城県の塩釜市にあります。なお，支所は青森県の八戸市にあります。

森：海面漁業生産統計調査の調査事項の中の漁労体数というのは何ですか。

佐藤：漁労体数と申しますのは，海面漁業を営むための漁労作業の単位を教えた数をいいま

す。具体的には，－隻の漁船で漁労作業を行う場合は，漁船１隻を１漁労体とします。

また，２そうまきのまき網漁業のように，２隻が１組となって漁労作業を行うものは，そ

の1組をｌ漁労体とします。

田路：以西底引き網漁業の場合が，そうですね。

佐藤：そうです。

森：運搬船は，どういう扱いですか。

佐藤：まき網漁業の運搬船は含めます。なお，港から港へ鮮魚を運搬する運搬専門船は含ま

れません。

森：何隻かまとめてグループを作って全体がひとつの単位になるのですか。

佐藤：そうではありません。

森：たとえば何隻かが同じところに出かけていって運搬船が－隻ついてくるという場合はど

ういう扱いになるのですか。

佐藤：運搬船の使用の有無には関係なく，１隻で漁労作業を行うことができれば，それぞれ

が漁労体になります。

森：乗組員数，航海数は企業でおさえられると思いますが，漁労日数などは，漁労日誌を積

みあげたあとで結果をまとめるのですか。

佐藤：大臣許可漁業や知事許可漁業は，漁獲成績等報告書から取りまとめることができます。

なお，一般漁業は漁労日数を調査していませんが，出漁日数は漁業協同組合や調査員から

の聞き取りで調査しています。

森：その調査票の下の注１の所に漁労日数は指定漁業のみについて調査しているというのは，

どういうためですか。
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佐藤：指定漁業は，遠洋で操業されることから漁場に到着するまでに日数がかかり，出漁日

数のみでは，実際に操業した日数（漁労日数）が把握できないために調査しています。な

お，沿岸漁業の場合は，日帰り操業なので出漁}1数と漁労日数は一致します。したがって，

沿岸漁業では漁労日数を調査しておりません。

助川：漁業交渉の問題で，漁極量の数字が，それぞれの国の間で問題になることはありませ

んか。

佐藤：ありません。

田路：船の大きさは決っているのですか。それより大きくしているということで，問題にな

っていることはありませんか。

佐藤：ありません。

伊藤：水産統計のlkl際的関係についてですが，世界の量はＦＡＯあたりで収っているのです

か。それで調査方法についての国際基準のようなものはありますか。

佐藤：ありません。調査結果はＦＡＯに報告しています。

田路：この内容は国際的にみて冠たるものではないのですか。

佐藤：そうです。

森：今日お話いただけなかった分について何か質問はございませんでしょうか。

喜多：水産庁では，どんな種類の業務統計があり，統計全体で，水産庁の業務統計がどのく

らいの重要性をもっているのでしょうか。

佐藤：水産庁で行っている業務統計は少ないです。例えば，漁業協同組合の事業内容を調査

している漁業協同組合調査とか，港勢調査があります。このほか，大日本水産会に委託し

て，漁業極類別に経営診断を行っています。

森：定期的にとっている業務統計はありますか。

佐藤：ありません。

高村：このような精密な調査はいつからはじまったのですか。

佐藤：漁獲統計は戦前から実施していましたが，昭和25年から38年までは属地調査を行って

いました。現体系の属人調査になったのは昭和39年からです。

森：属地でも，属人でもなく，たとえば市場の窓[1で生産量を洲くるということはできない

のでしょうか。

佐藤：市場に上場された水揚量を調査することは，属地統計を作成することになります。し

たがいまして，市場で調査した水揚量の中には他県船分が含まれていることになります。

属人統計を作成するためには，他県船分の水揚量を除かなければならないし，振り分けに

多くの労力を必要としますので市場の水揚げ量を利用していません。
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喜多：統計の正確度を増すためには，属地より属人がいいということですか。

佐藤：そうです。特に，稼働量を調査する場合には，属人で調査する方が精度が高いわけで

す。

森：たとえば県民所得などをつみあげるときに使えるからという意味あいもあるのですか。

佐藤：そうです。

森：総数としては一致するはずですか。

佐藤：そうです。

森：偏りはないですか。

佐藤：現在属地調査を実施していませんので，わかりません。

森：しばらく並行された時期はどうでしたか。

佐藤：若干の差はありました。

伊藤：属地と属人の両面を水産業がもっているとなると，水産行政は，自治体レベルよりも

国のレベルで主として管理されるという印象ですね。

田路：農林行政の方向としてはまず資源保護ということを第１に考え，第２には資源保護を

するためには，ここでは経営体がある程度制限されるわけですが，それは参入制限するこ

とによって業界を保護するという２段階になっているようなことですか。冷蔵その他は他

とだぶる統計もあるのですが，他の統計よりもずっときめのこまかい正確度の高い統計を

つくっておられる訳ですね。

佐藤：水産物流通調査における水産加工統計は，生産量を調査しており，冷蔵庫調査は，月

間入庫量，月間出庫量，月末在庫量を調査しています。したがって，通産省で調査してい

る事業所統計とは調査内容が異っているわけです。

森：水産物流通調査は，流通のどの側面をどういう形で，とらえていますか。

佐藤：水産物の価格と物流の面からとらえています。

森：市場の取引量なども入っているのですか、

佐藤：調査しています。

森：市場から｣Ｚってくる数字は水産物流通調査以外ないですか。

佐藤：そうです。ただし，全市場を調査しているのではなく，産地は51漁港にある市場を調

査しています。

消費地は，１０都市に所在する中央卸売市場を調査しています。

森：市場の数字は，その時の数量，せりの値段の他には，どういうものがありますか。

佐藤：用途別数量を調査しています。用途別調査は，地元向け，地元外向け数量を調査し，

地元向けについては，生鮮向けなのか，加工|可けなのかを調査しています。また，地元外

－９０－



向けについては，どの地域にどの位出荷したのかといった出荷先別数量を調査しています。

森：漁港の市場で調べるのですね。

佐藤：そうです。

森：それは市場に買いに来る業者によって色分けができるのですか。

佐藤：そうです。

森：流通のしくみについては，港の市場と築地のような消費地の市が同じレベルなのですか。

それとも港の市をへて，もう１回築地に入るということでしょうか。

佐藤：産地で価格形成された水産物は，消費地に送られ消費地の市場でも価格が形成されま

す。

森：流通調査は２段階でとらえ，それから後は調査の網はないんですね。

佐藤：そうです。

田路：まぐろの遠洋漁業など比較的単一な場合にもそうなのですか。

佐藤：そうです。

坂田：以前，ある地域の雇用者所得を推計したことがあるのですが，漁業などかなり大変で，

なるべく国と同じ方式で漁業動態統計の経営体数に漁家経済調査の雇用労賃をかけて推計

しようとしましたが，県レベルではサンプル数が少なすぎて困った経験があります。あれ

は県レベルでは見れないのですね。ということは水産関係の所得の推計は大海区が基本と

いうことですね。

佐藤：そうです。大海区で精度計算を行い標本数を決定しています。したがって，標本数が

少くないので県別には見れないです。

喜多：大海区別・漁船トン数規模別には集計されるのですか。

佐藤：そうです。

森：魚関係の貿易統計も水産統計課の菅輔でしょうか。

佐藤：ちがいます。貿易統計は大蔵省の所管です。

森：他に水産統計課でやっている統計ではどのようなものがありますか。

佐藤：漁業・養殖業生産額，漁業・養殖業生産指数，海面漁業・養殖業堆産所得，沿岸漁業

等動向把握に関する統計を取りまとめています。

森：漁業近代化意識移行調査のようなものは，やってますか。

佐藤：水産業意識調査は，昭和53年に実施しましたが，その後はやっていません．

森：今日は，どうもありがとうございました。
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